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９ 月 ７ 日 に 投 開 票 さ れ た 県 知 事 選 挙 で 、 ３ 回 目 の 当 選

を 果 た し た 大 井 川 和 彦 氏 。 当 選 後 初 の 会 見 で は 「 地 域 が生 き 残 っ て い く た め に は 失 敗 を 恐 れ ず 挑 戦 し て い く こ とが 最 も 大 事 」 と 強 調 し 、 人 口 減 少 対 策 や イ ン フ ラ を 含 めた 必 要 な 投 資 、 企 業 誘 致 、 Ｔ Ｘ の 延 伸 、 空 港 の 拡 充 な どを さ ら に 進 め て い く と 抱 負 を 述 べ た 。 地 域 社 会 を 守 っ てい く た め の さ ら な る 努 力 を 続 け る と い う 大 井 川 氏 に 、 これ か ら の ４ 年 間 の か じ 取 り に つ い て 話 を 聞 い た 。

２ 期 ８ 年 を 振 り 返 っ て 検 証 さ れ て 、 い か が お考 え で し ょ う か 。
Q １

「 新 し い 茨 城 づ く り 政 策 ビ ジ ョ ン ３ ・ ０ 」 につ い て お 聞 か せ く だ さ い 。
Q ２

３ 期 目 の 抱 負 と 展 望 、 新 た に チ ャ レ ン ジ し たい こ と に つ い て お 聞 か せ く だ さ い 。
Q ３

昨 今 、  大 規 模 な 豪 雨 な ど の 自 然 災 害 が 頻 発 化  ・激 甚 化 し て い ま す 。 災 害 対 応 に つ い て の お 考え を お 聞 か せ く だ さ い 。
Q ４

危 機 に 見 舞 わ れ な が ら も 、 企業 誘 致 や 農 産 物 の 輸 出 拡 大 、稼 げ る 観 光 地 域 づ く り や 地 域の 中 核 病 院 へ の 医 師 確 保 、 魅力 あ る 教 育 へ の 改 革 な ど 、 多く の 成 果 を 上 げ る こ と が でき 、 １ 人 あ た り の 県 民 所 得 が全 国 第 ３ 位 に 躍 進 す る な ど 、本 県 の 潜 在 能 力 の 高 さ を 改 めて 証 明 す る こ と が で き た と 考え て お り ま す 。も の で す 。　
具 体 的 に は 、 本 県 経 済 の 活

性 化 を 目 指 し 、 戦 略 的 な 企業 誘 致 や 強 い 農 林 水 産 業 づ くり 、 積 極 的 な グ ロ ー バ ル 展 開な ど に 取 り 組 む ほ か 、 県 民 の命 を 守 る 地 域 保 健 ・ 医 療 ・ 福祉 の 充 実 や 、 防 災 対 策 、 魅 力あ る 教 育 へ の 改 革 、 多 様 な 人材 が 活 躍 で き る 環 境 の 整 備 など 、 県 政 の 諸 課 題 に 幅 広 く 対応 す る 内 容 と な っ て お り ます 。化 の 中 に あ り ま す 。 こ う し た激 動 の 時 代 に お い て は 、  「 過

　
知 事 就 任 以 来 、 人 口 減 少 時

代 を 見 据 え た 強 い 危 機 感 を持 っ て 、 自 ら の 変 化 や 失 敗 を恐 れ ず 、 新 し い こ と に 積 極 果敢 に 挑 戦 す る と い う 初 心 を貫 き つ つ 、  「 挑 戦 」  「 ス ピ ー ド感 」  「 選 択 と 集 中 」 の ３ つ の基 本 姿 勢 の も と 、 新 し い 茨 城づ く り に 全 力 で 取 り 組 ん で まい り ま し た 。　
そ の 結 果 、 コ ロ ナ 禍 や 自 然

災 害 の 発 生 と い っ た 度 重 な る　 「 新 し い 茨 城 づ く り 政 策 ビジ ョ ン ３ ・ ０ 」 は 、 急 激 な 人口 減 少 な ど に よ る 、 大 き な 時代 の 転 換 点 を 乗 り 越 え る こ とが で き る 県 を 作 っ て い く ため 、 こ れ ま で の 改 革 路 線 を 継続 し 、  「 活 力 が あ り 、 県 民 が日 本 一 幸 せ な 県 」 を 基 本 理念 と し て 、  「 新 し い 豊 か さ 」  、
「 新 し い 安 心 安 全 」  、  「 新 し い

人 財 育 成 」  、  「 新 し い 夢 ・ 希望 」 の ４ つ の 柱 建 て の も と 、
2 0の 政 策 （

5 1施 策 ） を 掲 げ た

　
時 代 は 今 、 加 速 度 的 に 進 む

人 口 減 少 な ど に よ り 大 き な 変

に は 約 ５ 割 を 超 え る 見 込 み であ る こ と か ら 、 橋 梁 長 寿 命 化修 繕 計 画 を 策 定 し 、 損 傷 が 軽微 な 段 階 で 早 め に 修 繕 を 行 う予 防 保 全 型 の 管 理 へ の 転 換 を図 っ て い る と こ ろ で す 。　
さ ら に 、 本 年 １ 月 に 埼 玉 県

八 潮 市 で 発 生 し た 道 路 陥 没 事故 を 踏 ま え 、 国 の 方 針 に 基 づき 実 施 し た 下 水 道 管 路 の 全 国特 別 重 点 調 査 で 判 明 し た 要 対策 箇 所 へ の 対 策 も 適 切 に 進 めて ま い り ま す 。　
災 害 へ の 備 え と 同 様 に 、 県

財 政 に 有 利 と な る 国 の 補 助 事業 な ど を 最 大 限 に 活 用 し 、 予防 保 全 型 の 管 理 へ の 転 換 を 図り な が ら 、 適 切 な 県 有 施 設 の維 持 管 理 に 努 め て い き ま す 。や 女 性 、 さ ら に は 外 国 人 材 も含 め 、 多 く の 方 に 選 ば れ る 、持 続 可 能 で 魅 力 あ る 産 業 に なる よ う 、  「 給 与 ・ 休 暇 ・ 希 望 ・か っ こ い い 」 の 新 ４ Ｋ へ の 転換 を 図 る た め 、  「 生 産 性 の 向上 」  「 就 労 環 境 の 改 善 」  「 建 設業 の 魅 力 発 信 」 と い う ３ つ の観 点 で 様 々 な 取 組 を 推 進 し てお り 、 今 後 も し っ か り と 取 り組 ん で い き た い と 考 え て い ます 。　
ま た 、 こ れ ら の 取 組 が 、 広

く 普 及 す る よ う 、 市 町 村 や 工事 を 発 注 す る 機 会 の あ る 民 間事 業 者 等 の 関 係 団 体 に 対 し ても 、 引 き 続 き 働 き か け を 行 って ま い り ま す 。　
建 設 業 が 、 就 労 環 境 の 改 善

や 生 産 性 向 上 な ど の 取 組 に より 、 魅 力 あ る 産 業 と し て 、 将来 に わ た り 発 展 し て い く こ とを 期 待 し て お り ま す 。　
県 と し ま し て も 、  「 災 害 ・

危 機 に 強 い 県 づ く り 」 を 着 実に 推 進 す る こ と は も ち ろ ん 、建 設 業 が 働 き や す く 魅 力 あ る産 業 と な る た め の 環 境 づ く りに 、 共 に 取 り 組 ん で ま い り ます 。　
今 後 と も 、  「 地 域 の 守 り 手 」

と し て 、 そ の 力 を 十 分 に 発 揮し て 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 祈念 申 し 上 げ ま す 。

　
本 県 の 橋 梁 な ど の 道 路 施 設

や 下 水 道 施 設 、 県 営 住 宅 な どの 建 築 物 の 多 く は 、 高 度 経 済成 長 期 に 整 備 さ れ た も の が 多く 、 急 速 に 進 行 す る 老 朽 化 への 対 策 が 課 題 と な っ て お り ます 。　
県 で は 、 茨 城 県 公 共 施 設 等

総 合 管 理 計 画 に 基 づ き 施 設 の長 寿 命 化 を 計 画 的 に 進 め る こと に よ り 、 財 政 負 担 の 軽 減 や平 準 化 を 図 る と と も に 、 人 口減 少 や 社 会 情 勢 の 変 化 に 応 じた 公 共 施 設 な ど の 最 適 な 配 置を 進 め て い る と こ ろ で す 。　
道 路 の 橋 梁 に つ き ま し て

も 、 県 が 管 理 す る 約 ２ ８ ０ ０の 橋 梁 の う ち 、 建 設 か ら

5 0年

以 上 が 経 過 し た 橋 梁 の 割 合は 、 現 在 の 約 ３ 割 か ら

1 0年 後

　
県 民 の 安 心 ・ 安 全 を 支 え る

「 地 域 の 守 り 手 」 で あ る 、 建設 業 が 将 来 に わ た り 健 全 に 発展 し て い く た め に は 、 担 い 手の 確 保 ・ 育 成 が 不 可 欠 で あり 、 官 民 が 連 携 し て 働 き や すく 魅 力 あ る 産 業 と な る た め の環 境 づ く り を 進 め て い く こ とが 、 重 要 で あ る と 考 え て お りま す 。　
昨 年 ６ 月 に は 、 就 業 者 の 働

き 方 改 革 や 処 遇 改 善 、 地 域 建設 業 の 維 持 に 向 け た 環 境 整 備等 を 図 る た め 、 い わ ゆ る 「 担い 手 ３ 法 」 が 改 正 さ れ 、 よ り一 層 の 取 組 の 強 化 が 図 ら れ まし た 。　
県 に お い て も 、 国 の 取 組 と

歩 調 を 合 わ せ 、 建 設 業 が 若 者　
建 設 業 は 、 日 頃 か ら 地 域 の

イ ン フ ラ 整 備 や 維 持 管 理 を 担う と と も に 、 災 害 発 生 時 の 現場 復 旧 や 家 畜 伝 染 病 の 防 疫 活動 へ の 協 力 な ど 、 県 民 の 安心 ・ 安 全 な 生 活 を 支 え る 「 地域 の 守 り 手 」 と し て ご 尽 力 いた だ い て お り ま す こ と に 、 改め て 感 謝 申 し 上 げ ま す 。　
と く に 近 年 は 、 先 に も 申 し

上 げ た と お り 、 自 然 災 害 が 頻発 化 ・ 激 甚 化 し て お り 、  「 災害 ・ 危 機 に 強 い 県 づ く り 」 を着 実 に 進 め て い く 上 で 、 地 域に 精 通 し 技 術 力 を 有 す る 地 元建 設 業 の 皆 様 の 存 在 は 、 大 変心 強 く 感 じ て お り ま す 。

老 朽 化 が 進 む 道 路 や 下 水 道 な ど の イ ン フ ラ 、建 築 物 な ど へ の 対 応 は い か が で し ょ う か 。
Q ５

「 地 域 の 守 り 手 」 で あ る 建 設 業 の 衰 退 は 、 地域 の 衰 退 に 繋 が る 恐 れ も あ り ま す 。 建 設 業 の健 全 な 発 展 と 業 者 育 成 に つ い て の お 考 え を お聞 か せ く だ さ い 。
Q ６

建 設 業 に 対 し て 期 待 す る こ と 、 メ ッ セ ー ジ をお 願 い し ま す 。
Q ７

ス プ レ ス の 土 浦 延 伸 の 推 進 や茨 城 空 港 の 機 能 強 化 、 県 立 中央 病 院 と 県 立 こ ど も 病 院 の 統合 、 移 転 ・ 建 替 を 含 む 水 戸 保健 医 療 圏 の 病 院 再 編 な ど 、 将来 の 発 展 を 見 据 え た 「 イ ン フラ へ の 投 資 」  、  「 多 様 な 人 材 が活 躍 で き る 社 会 」 を 実 現 す るた め の 取 組 に 力 を 入 れ て ま いり ま す 。　
ま た 、 新 た な チ ャ レ ン ジ と

し て 、 グ ロ ー バ ル 企 業 の フラ ッ グ シ ッ プ 拠 点 の 誘 致 や クリ エ イ テ ィ ブ ・ コ ン テ ン ツ 産業 の 振 興 、 英 語 で 英 語 以 外 の教 科 を 学 ぶ イ マ ー ジ ョ ン 教 育の 導 入 な ど 、 困 難 で あ り な がら も 、 非 常 に や り が い の あ る挑 戦 的 な 課 題 に も 積 極 的 に 取り 組 ん で ま い り ま す 。調 節 池 等 の 整 備 に 加 え 、 水 田に 降 っ た 雨 を 一 時 的 に 貯 める 「 田 ん ぼ ダ ム 」 の 整 備 な どを 進 め て い る ほ か 、 ソ フ ト 対策 と し て 、 県 民 の 防 災 意 識 の醸 成 や 情 報 提 供 の 強 化 な ど に努 め て お り 、 本 年 も ７ 月 ま でに 、 洪 水 ハ ザ ー ド 内 の 全 て の住 民 の 方 を 対 象 と し た 訓 練 を実 施 し て い ま す 。　
さ ら に 、 大 規 模 地 震 の 発 生

に 備 え 、 橋 梁 や 下 水 道 、 公 共施 設 の 耐 震 化 や 、 緊 急 輸 送 道路 の 整 備 、 木 造 住 宅 の 耐 震 化促 進 等 に も 取 り 組 ん で お り ます 。　
引 き 続 き 、 本 年 策 定 さ れ

た 、 国 の 防 災 ・ 減 災 、 国 土 強靱 化 の た め の 「 第 １ 次 国 土 強靱 化 実 施 中 期 計 画 」 の 予 算 も有 効 に 活 用 し な が ら 、 実 効 性の 高 い 防 災 ・ 減 災 対 策 を 推 進し て ま い り ま す 。

去 の 延 長 線 上 に 未 来 は な い 」と 考 え 、 新 し い 時 代 に 相 応 しい 新 た な 道 を 切 り 拓 い て い くこ と が 必 要 で す 。　
こ の た め 、 こ れ か ら の ４ 年

間 も 引 き 続 き 、 失 敗 を 恐 れ ず挑 戦 す る 県 政 、 ス ピ ー ド を 重視 し 結 果 に こ だ わ る 県 政 、 県民 に と っ て 優 先 順 位 の 高 い 政策 に 資 源 を 集 中 す る 県 政 を 推進 し て ま い り ま す 。 そ し て 、人 口 減 少 時 代 を 力 強 く 乗 り 越え て い け る 「 活 力 が あ り 、 県民 が 日 本 一 幸 せ な 県 」 の 実 現を 目 指 し 、  「 新 し い 茨 城 」 づく り に 全 力 で 取 り 組 ん で ま いり ま す 。　 「 新 し い 茨 城 」 づ く り を 進め る た め 、 特 に 、 他 地 域 にな い 特 長 を 創 っ て い く た めの 「 差 別 化 」 や 、 つ く ば エ ク　
全 国 的 に 自 然 災 害 が 頻 発

化 ・ 激 甚 化 す る な か 、 県 民 の生 命 や 財 産 を 守 る 「 災 害 ・ 危機 に 強 い 県 づ く り 」 は 、 最 優先 に 取 り 組 む べ き 課 題 と 考 えて お り ま す 。　
本 県 に お い て も 、 令 和 元 年

東 日 本 台 風 や 令 和 ５ 年 の 豪 雨を は じ め と し た 自 然 災 害 が 発生 し 、 被 災 地 の 復 旧 ・ 復 興 に全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま した 。　
想 定 を 超 え る 災 害 は い つ で

も 起 こ り 得 る こ と を 念 頭 に 、先 手 先 手 の 防 災 ・ 減 災 対 策 を進 め て 、 災 害 へ の 対 応 能 力 の向 上 を 図 る こ と が 大 切 と 考 えて お り ま す 。　
治 水 対 策 に つ い て は 、 流 域

の あ ら ゆ る 関 係 者 が 協 働 して 、 ハ ー ド ・ ソ フ ト が 一 体 とな っ た 「 流 域 治 水 」 対 策 を 推進 し て お り 、 従 来 の 堤 防 や

お お い が わ 　 か ず ひ こ 　

　 1 9 6 4 年 4 月 3 日 生 ま れ 。 土 浦 市 で 生 ま れ 、 小 学 生 の 時 に 日

立 市 に 転 校 。 東 京 大 学 法 学 部 卒 業 後 、 旧 通 商 産 業 省 に 入 省 。

2 0 0 3 年 に 民 間 へ と 転 じ 、 1 6 年 に ㈱ ド ワ ン ゴ 取 締 役 に 就 任 。 1 7

年 県 知 事 選 で 初 当 選 。 趣 味 は 読 書 、 音 楽 鑑 賞 、 ス ポ ー ツ 全 般 （ 観

戦 よ り 実 践 派 ） 。 座 右 の 銘 は 「 W h e r e t h e r e i s a will, t h e r e i s a 

w a y. （ 意 思 の あ る と こ ろ に 道 は 開 け る ） 」 。

大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～ 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

プ ロ フ ィ ー ル

ス ピ ー ド 感 重 視 、 結 果 に こ だ わ る
～ 経 済 活 性 化 へ 改 革 路 線 を 継 続 ～

鉾 田 支 部 長 　 羽 　 生 　 義 　 隆

常 陸 大 宮 支 部 長 　 髙 　 野 　 　 　 潔太 田 支 部 長 　 梅 　 原 　 基 　 弘

常 総 支 部 長 　 中 川 原 　 　 　 勇筑 西 支 部 長 　 白 　 田 　 唯 　 雄潮 来 支 部 長 　 松 　 﨑 　 里 　 志

他  会 員 一 同

副 　 会 　 長
水 戸 支 部 長

　 田 　 口 　 恵 一 郎副 　 会 　 長
境 支 部 長

　 新 　 井 　 　 　 孝

副 　 会 　 長
土 浦 支 部 長

　 小 　 林 　 伸 　 行副 　 会 　 長
大 子 支 部 長

　 大 　 藤 　 博 　 文副 　 会 　 長
高 萩 支 部 長

　 秋 　 山 　 光 　 伯副 　 会 　 長
竜 ケ 崎 支 部 長

　 細 　 谷 　 武 　 史

会 　 　 　 長 　 石 　 津 　 健 　 光

私 た ち は 地 域 の 安 全 ・ 安 心 を 守 る

「 地 域 の 守 り 手 」 と し て の 役 割 を 担 い ま す

一 般 社 団 法 人

茨 城 県 建 設 業 協 会
水 戸 市 大 町 3 丁 目 1 番 2 2 号 　 T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 5 1 2 6 ㈹

htt p: / / w w w.i b a k e n. o r.j p

公 共 事 業 を 通 し て 県 の 経 済 成 長 、 魅 力 向 上 へ 尽 力 い た し ま す
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理 事 長 　 小 又 　 　 純

副 理 事 長 　 上 沢 　 昌 幸

副 理 事 長 　 吉 田 　 賢 司
会 　 長 　 和 田 本 　 　 　 聡
副 会 長 　 柏 　 井 　 広 　 一
副 会 長 　 大 　 島 　 　 　 浩
副 会 長 　 五 十 嵐 　 則 　 夫

〒 3 1 0- 0 8 5 2 　 水 戸 市 笠 原 町 1 7 5 4 - 4
T E L. 0 2 9( 3 0 5) 7 3 0 1 　 F A X. 0 2 9( 2 4 3) 1 5 2 3

外 会 員 一 同

青 年 部 会 　 部 会 長 　 秋 山 隼 人

女 性 部 　 部 　 長 　 鈴 木 葉 子

理 事 長 　 石 川 重 信 　 相 談 役 　 浅 野 晃 司

会 　 長 　 野 　 上 　 満 　 正

茨 城 県 木 材 協 同 組 合 連 合 会

常 陸 大 宮 市 宮 の 郷 2 1 5 3 － 3 8

T E L 　 0 2 9 4 － 3 3 － 5 1 2 1

F A X 　 0 2 9 4 － 3 3 － 5 1 9 1

htt p s: / / w w w. w o o d-i b a r a ki.j p

〒 3 1 0 － 0 0 2 2
水 戸 市 梅 香 1 丁 目 5 番 5 号 　 J A 会 館 分 館 　 電 話 0 2 9 (2 2 5 )3 1 4 3

理 事 長 　 石 　 井 　 邦 　 一

副 理 事 長 　 川 　 野 　 和 　 彦

副 理 事 長 　 野 　 上 　 満 　 正

副 理 事 長 　 豊 　 田 　 　 　 稔

茨 城 県 森 林 ・ 林 業 協 会公 　 　 益
社 団 法 人

み ど り の 新 時 代 を リ ー ド し ま す

〒 3 1 0- 0 0 2 2

水 戸 市 梅 香 1- 5- 5 　 J A 会 館 分 館

〇 森 林 ・ 林 業 部

（ 林 業 労 働 力 確 保 支 援 、 市 町 村 森 林 管 理 サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 2 2 5- 5 9 4 9 　 F A X： 0 2 9- 2 2 5- 6 8 4 7

〇 緑 化 部 （ 緑 の 募 金 、 森 林 づ く り サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 3 0 3- 2 8 2 8 　 F A X： 0 2 9- 2 2 5- 6 8 4 7

〇 治 山 林 道 部

（ 森 林 土 木 事 業 の 調 査 、 測 量 、 設 計 、 コ ン サ ル ）

T E L ： 0 2 9- 2 2 5- 7 2 8 0 　 F A X： 0 2 9- 2 2 5- 6 8 4 7

一 　 　 般
財 団 法 人 　 茨 城 県 建 築 セ ン タ ー 

会 　 　 長 　 柴 　 　 　 和 　 伸
理 事 長 　 足 　 立 　 信 　 幸（ セ ン タ ー 長 ）

本 部 事 務 所 ／ 〒 3 1 0 － 0 8 5 2 　 水 戸 市 笠 原 町  9 7 8 － 3 0

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 9 － 3 0 5 － 7 3 0 0  ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 3 0 5 － 7 3 1 0

県 南 事 務 所 ／ 〒 3 0 0 － 2 6 5 5 　 つ く ば 市 島 名  2 9 2 0 （ 万 博 公 園 西 Ｆ 2 8  街 区  6 ）

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 9 － 8 8 6 － 3 2 1 1  ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 8 8 6 － 3 2 1 2

県 西 事 務 所 ／ 〒 3 0 6 － 0 1 2 5 　 古 河 市 仁 連  1 9 2 1 － ４

　 　 　 　 　 　 T E L 0 2 8 0 － 7 5 － 2 6 0 0  ㈹ 　 F A X 0 2 8 0 － 7 5 － 2 6 0 3

　 　 　 　 　 　 ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス 　 htt p s: / / w w w.i b a k e nj u. o r.j p /

会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

専 務 理 事

常 務 理 事

河 野 正 博

小  室 　 　 　 晶

根 　 本 　 洋 一 朗

小 川 憲 一

永 井 一 男

大 山 早 嗣

軽 部 守 彦

宮  本 　 　 　 久

和 田 淳 一

上 久 保 　 博 　 隆

相 澤 晴 夫

鎌 　 田 　 富 士 夫

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

常 務 理 事

永 　 井 　 剛 　 人

鈴 　 木 　 武 　 士

會 　 澤 　 英 　 明

副 会 長

副 会 長

専 務 理 事

砂 　 押 　 一 　 成

森 　 　 　 久 仁 子

副 会 長

副 会 長

水 　 庭 　 　 　 博会 　 　 長

会 　 長 　 柴 　 　 和 伸 　 　 　 　 副 会 長 　 舟 幡 　 　 健 　 　 　 　 副 会 長 　 石 田 　 賢 司

（ 一 社 ） 茨 城 県 解 体 工 事 業 協 会

茨 城 県 型 枠 事 業 協 同 組 合

茨 城 県 管 工 事 業 協 同 組 合 連 合 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 空 調 衛 生 工 事 業 協 会

茨 城 県 建 設 室 内 工 事 業 協 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 建 築 士 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 建 築 士 事 務 所 協 会

茨 城 県 左 官 工 業 連 合 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 消 防 設 備 協 会

（ 公 財 ） 茨 城 県 水 質 保 全 協 会

茨 城 県 石 材 業 協 同 組 合 連 合 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 設 備 設 計 事 務 所 協 会

（ 一 社 ） 茨 城 県 造 園 建 設 業 協 会

茨 城 県 デ ィ ス プ レ イ 協 同 組 合

茨 城 県 鉄 筋 業 協 同 組 合

茨 城 県 鐵 構 工 業 協 同 組 合

茨 城 県 電 気 工 事 業 工 業 組 合

（ 一 社 ） 茨 城 県 電 設 業 協 会

茨 城 県 塗 装 工 業 組 合

茨 城 県 板 金 工 業 組 合

茨 城 県 防 水 工 事 業 連 合 会

茨 城 県 木 材 市 場 協 同 組 合

茨 城 県 木 材 協 同 組 合 連 合 会

（ 一 財 ） 茨 城 県 建 築 セ ン タ ー

茨 城 県 建 築 関 連 団 体 交 流 会

携 帯 サ イ ト

Si n c e 1 9 5 1

会 　 　 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

　 柴 　 　 　 和 　 伸

　 武 　 村 　 　 　 実

　 高 　 槻 　 一 　 雄

　 相 　 澤 　 晴 　 夫

代 表 理 事 　 斉 　 藤 　 光 　 一

〒 3 1 0 － 0 8 1 8 　 茨 城 県 水 戸 市 東 台  2  丁 目  9 － 6

T E L 0 2 9 － 2 3 1 － 0 2 3 0

－ 他 会 員 一 同 －

副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長

齊 藤 　 佳 昭
岡 野 　 　 勉
萩 原 　 敏 明

副 理 事 長
副 理 事 長

貝 賀 　 　 睦
塚 本 　 哲 生

理 事 長 増  田 　 勝  人
永 　 井 　 剛 　 人

井 　 坂 　 秀 　 夫

砂 　 押 　 一 　 成

稲 　 見 　 洋 　 二

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部 大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～

茨 城 県 の 飛 躍 的 な 成 長 へ
社 会 資 本 整 備 を 通 し て 貢 献 し ま す
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大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～ 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

“ 挑 戦 ” 続 け る 大 井 川 県 政
～ 新 し い 茨 城 づ く り を さ ら に 加 速 ～

活 力 が あ り 、  日 本 一 幸 せ な 県
　
９ 月 ７ 日 に 投 開 票 が 行 わ

れ た 県 知 事 選 挙 。 現 職 の 大井 川 和 彦 氏 は 約

4 5万 票 を 獲

得 し 、 新 人 の 田 中 重 博 氏 、内 田 正 彦 氏 を 破 っ て ３ 期 目

の 再 選 を 果 た し た 。 県 民 所得 の 向 上 や 好 調 な 企 業 誘 致な ど 、 ２ 期 ８ 年 の 実 績 を 持つ 大 井 川 氏 の 県 政 運 営 が 県民 か ら 信 任 を 受 け た 。

　
今 回 の 県 知 事 選 は 、 連 日

の 猛 暑 が 続 く 中 、 こ れ ま での 大 井 川 県 政 の 評 価 が 問 われ る 選 挙 戦 と な っ た 。　
大 井 川 氏 は 自 民 、 国 民 、

公 明 各 党 や 県 建 設 業協 会 、 連 合 茨 城 な ど約 ４ ０ ０ 団 体 か ら 推薦 を 受 け 、 組 織 的 な戦 い を 展 開 。  「 挑 戦す る 県 政 」 を 掲 げ 、こ れ ま で の 実 績 を 訴え る と と も に 、 人 口減 少 社 会 を 乗 り 越 える 強 い 茨 城 県 づ く りな ど を 県 民 に 訴 えた 。　
午 後 ８ 時 す ぎ 、 当

選 確 実 の 報 が 流 れ ると 、 大 井 川 氏 は 支 持者 ら に 囲 ま れ 万 歳 三唱 し 、 ３ 回 目 の 当 選を 喜 ん だ 。 大 井 川 氏は 支 援 者 に 感 謝 し 、「 茨 城 が 全 国 の 地 方の 中 で 飛 躍 で き る よう に し た い 。 こ れ から の ４ 年 間 も 皆 さ まの ご 期 待 に 応 え ら れる よ う 全 力 を 尽 く して い く 」 と 抱 負 を 述べ た 。

２ 期 ８ 年 間 の 実 績 を 確 信 　
任 期 満 了 に 伴 う ９ 月 の 県 知 事 選 で

現 職 の 大 井 川 和 彦 氏 は 、 と も に 新 人の ２ 候 補 者 に 大 差 を つ け て ３ 選 を 果た し た 。 ２ 期 ８ 年 の 評 価 や 経 済 政 策な ど を 争 点 に 選 挙 戦 が 繰 り 広 げ られ 、 県 民 に 「 挑 戦 す る 県 政 」 を 掲 げる 大 井 川 県 政 の 継 続 が 信 任 さ れ た 。　
大 井 川 氏 は 本 県 を 『 活 力 が あ り 、

県 民 が 日 本 一 幸 せ な 県 』 と す る ため 、 ◇ 新 し い 豊 か さ へ の チ ャ レ ン ジ◇ 新 し い 安 心 安 全 へ の チ ャ レ ン ジ ◇新 し い 人 財 育 成 へ の チ ャ レ ン ジ ◇ 新し い 夢 ・ 希 望 へ の チ ャ レ ン ジ

－ の ４

つ の チ ャ レ ン ジ を 掲 げ 、  「 挑 戦 」  「 スピ ー ド 感 」  「 選 択 と 集 中 」 を 重 視 しな が ら 、 各 種 施 策 を 推 進 し て き た 。　 「 新 し い 豊 か さ 」 で は 、 企 業 誘 致や 農 業 経 営 規 模 の 拡 大 、 新 た な 産 業廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 整 備 、  「 新 し い安 心 安 全 」 で は 災 害 対 応 や あ す な ろの 郷 の 再 編 整 備 、 神 栖 特 別 支 援 学校 の 新 設 な ど に 取 り 組 み 、  「 新 し い

人 財 育 成 」 で は 中 高 一 貫 教 育 や ダ イバ ー シ テ ィ の 推 進 、  「 新 し い 夢 ・ 希望 」 で は 茨 城 空 港 の 利 活 用 促 進 、 県内 高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 など 、 こ れ ま で の 常 識 に と ら わ れ な い新 し い 発 想 に よ り 、 さ ま ざ ま な 分 野で 成 果 を あ げ て き た 。　
３ 期 目 の 県 政 運 営 に 当 た っ て は 、

質 の 高 い 雇 用 創 出 、 地 域 保 健 ・ 医療 ・ 福 祉 の 充 実 、 活 力 を 生 む イ ン フラ と 住 み 続 け た く な る ま ち づ く り 、県 北 地 域 の 振 興 な ど を 公 約 と し 、 本県 の 潜 在 能 力 を 証 明 す る た め 、 こ れま で 進 め て き た 政 策 を さ ら に 一 歩 前に 推 し 進 め て い く 考 え を 表 明 し て いる 。　
急 速 な 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 の 進

行 、 社 会 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 な ど 、激 動 の 時 代 の 舵 取 り を 託 さ れ た 大 井川 氏 。 今 回 の 特 集 で は 、 ３ 期 目 へ の期 待 を 込 め て 、 こ れ ま で の 大 井 川 県政 の 実 績 を 検 証 す る 。

◎ 企 業 誘 致
　 2 0 2 4 年 の 工 場 立 地 動 向 調 査 に お い て 、 県 外 企 業 立 地 件 数 及 び 工 場 立 地 件 数 が 全 国 第

1 位 、 県 外 企 業 立 地 件 数 は 知 事 就 任 以 来 8 年 連 続 で 全 国 第 1 位 と な る と と も に 、 知 事 就 任

以 降 8 年 間 の 累 計 で 、 県 外 企 業 立 地 件 数 は 3 0 3 件 、 工 場 立 地 面 積 は 9 7 8 ヘ ク タ ー ル と い

ず れ も 全 国 第 1 位 と な り 、 設 備 投 資 額 は 累 計 で 1 兆 円 を 超 え る な ど 、 他 に 類 を 見 な い 成

果 を あ げ て い ま す 。

◎ 新 た な 産 業 廃 棄 物 最 終 処 分 場 の 整 備
　 新 た な 産 業 廃 棄 物 最 終 処 分 場 に つ い て 、 事 業 主 体 で あ る 茨 城 県 環 境 保 全 事 業 団 に お い

て 建 設 工 事 が 進 ん で い ま す 。 引 き 続 き 、 安 全 性 の 確 保 を 最 優 先 と し 、 地 域 と の 調 和 に 配

慮 し な が ら 、 2 0 2 6 年 度 末 の 供 用 開 始 に 向 け て 着 実 に 整 備 を 進 め て ま い り ま す 。

◎ 県 立 産 業 技 術 短 期 大 学 校 の 「 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 大 学 校 」
へ の 移 行

◎ 産 業 技 術 専 門 学 院 の 再 編

◎ 最 低 賃 金 の 引 き 上 げ （ 関 係 機 関 に 強 く 働 き か け 。  2 0 2 4 年 度 の 最 低 賃

金 は 過 去 最 高 の 1, 0 0 5 円 に 上 昇 ）

◎ カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 産 業 拠 点 の 創 出
（ 三 菱 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 と の 協 定 に 基 づ く ケ ミ カ ル リ サ イ ク ル の 推 進 ）

◎ 林 業 の 成 長 産 業 化 （ 森 林 経 営 の 集 約 化 面 積 は 2 0 1 7 年 度 末 か ら 約 9 倍 に 拡 大 ）

◎ 霞 ヶ 浦 等 の 水 質 浄 化 （ N P 型 高 度 処 理 型 浄 化 槽 の 設 置 促 進 や 、 家 畜 由 来 の 堆

肥 の 流 域 外 に お け る 利 用 促 進 な ど ）

◎ あ す な ろ の 郷 の 再 編 整 備
　 県 と 民 間 事 業 者 と の 役 割 分 担 や 連 携 強 化 を 図 り 、 県 は 、 民 間 福 祉 施 設 で の 生
活 や 在 宅 及 び グ ル ー プ ホ ー ム な ど で の 地 域 生 活 が 難 し い 最 重 度 の 障 害 の あ る 方
に 対 す る 支 援 に 注 力 す る こ と と し 、 強 度 行 動 障 害 の 強 い 方 や 手 厚 い 医 療 的 ケ ア
が 必 要 な 方 を 専 門 的 に 支 援 す る 新 た な 県 立 の 施 設 を 整 備 し ま し た 。

◎ 神 栖 特 別 支 援 学 校 の 新 設
　 鹿 行 地 域 で 唯 一 の 特 別 支 援 学 校 で あ る 県 立 鹿 島 特 別 支 援 学 校 に つ い て は 、 特
に 神 栖 市 内 か ら の 通 学 に 相 当 の 時 間 を 要 す る こ と が 課 題 と な っ て い る こ と か ら 、
地 元 か ら の ご 要 望 も 踏 ま え 、 神 栖 市 内 に 新 た な 特 別 支 援 学 校 を 設 置 す る こ と を
決 定 し ま し た 。 2 0 2 7 年 度 の 開 校 を 目 指 し て 整 備 を 進 め て ま い り ま す 。

◎ 水 道 経 営 の 統 合
　 2 0 2 2 年 に 策 定 し た 「 茨 城 県 水 道 ビ ジ ョ ン 」 に 基 づ き 、 ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 活
か し た 広 域 連 携 に 向 け て 調 整 を 進 め 、  2 0 2 4 年 度 に 2 1 の 市 町 村 と と も に 、 県 企
業 局 を 統 合 先 と す る 「 経 営 の 一 体 化 に 関 す る 基 本 協 定 」 を 締 結 し ま し た 。 今 後 、
水 道 法 に 基 づ く 広 域 的 連 携 等 推 進 協 議 会 の も と 、 業 務 運 営 や 施 設 整 備 と い っ た
統 合 の 諸 条 件 に 係 る 協 議 を 進 め る な ど 、 上 水 道 の 持 続 可 能 な 供 給 体 制 を 確 保 し
て ま い り ま す 。

◎ ソ フ ト ・ ハ ー ド の 防 災 対 策
　 令 和 元 年 東 日 本 台 風 に よ り 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た 那 珂 川 ・ 久 慈 川 に お い て 、「 緊
急 治 水 対 策 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を 推 進 す る と と も に 、 利 根 川 な ど の 各 水 系 に お い て
流 域 治 水 の 取 組 を 推 進 し て い ま す 。
　 ま た 、 水 田 に 降 っ た 雨 水 の 排 水 路 や 河 川 へ の 流 出 を 一 時 的 に 抑 制 す る 「 田 ん
ぼ ダ ム 」 の 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 木 造 住 宅 の 耐 震 化 に 係 る 支 援 の 拡 充 な ど 、
ソ フ ト ・ ハ ー ド の 防 災 ・ 減 災 対 策 を 加 速 し て い ま す 。

◎ 中 高 一 貫 教 育 の 推 進
　 既 設 の 3 校 に 加 え 、 新 た に 計 画 し た 全 1 0 校 の 中 高 一 貫 教 育 校 を 開 設 し 、 県 立
と し て は 全 国 最 多 の 1 3 校 の 中 高 一 貫 教 育 校 を 設 置 し ま し た 。 校 長 の 公 募 に よ り
新 た な 発 想 に 基 づ く 学 校 運 営 を 推 進 す る と と も に 、 優 れ た 指 導 力 を 持 つ 教 員 な
ど に よ る オ ン ラ イ ン 授 業 を 導 入 す る な ど 学 び の 質 を 向 上 さ せ て い ま す 。

◎ ラ ー ケ ー シ ョ ン 制 度 の 導 入
　 平 日 に 学 校 外 で 保 護 者 な ど と 体 験 的 ・ 探 究 的 な 活 動 を す る 「 ラ ー ケ ー シ ョ ン 」
制 度 を 2 0 2 4 年 4 月 か ら 導 入 し 、 児 童 生 徒 の 利 用 が 約 7 万 5 千 件 に 達 す る な ど 、 子
ど も た ち が 自 ら 未 来 を 切 り 拓 く た め の 多 様 な 学 び の 機 会 が 拡 大 し て い ま す 。

◎ お ま つ り の 後 世 へ の 継 承
　 将 来 の 世 代 へ 、 本 県 が 誇 る 伝 統 文 化 を 継 承 し て い く た め 、 本 県 が 誇 る 数 多 く
の お ま つ り の 中 か ら 、 特 に 、 歴 史 的  ・  文 化 的 価 値 が 高 く 、 観 光 誘 客 に も 寄 与 す
る モ デ ル と な る お ま つ り に つ い て 、 外 部 有 識 者 委 員 会 で の 審 議 を 経 て 、 「 日 立
さ く ら ま つ り 」 や 「 石 岡 の お ま つ り 」 な ど 、 5 つ を 選 定 し 、 お ま つ り の 開 催 や 運
営 、 文 化 財 の 修 繕 に 必 要 な 経 費 な ど を 支 援 し て い ま す 。

◎ ダ イ バ ー シ テ ィ の 推 進
　 2 0 2 1 年 7 月 に 、 県 全 体 で ダ イ バ ー シ テ ィ の 推 進 に 取 り 組 む と い う メ ッ セ ー ジ
と し て 、 経 済 団 体 や 業 界 団 体 と と も に 、 「 い ば ら き ダ イ バ ー シ テ ィ 宣 言 」 を ス
タ ー ト 。 ダ イ バ ー シ テ ィ 推 進 セ ン タ ー に お い て 、 県 内 企 業 へ の コ ン サ ル テ ィ ン
グ や オ ン ラ イ ン 学 習 コ ン テ ン ツ の 提 供 な ど を 通 じ 、 多 様 性 を 認 め 合 い 、 誰 も が
活 躍 で き る 社 会 の 実 現 に 取 り 組 ん で い ま す 。

◎ 県 立 歴 史 館 の 魅 力 向 上 （ 民 間 の ア イ デ ィ ア を 活 用 し た 展 示 や 、 出 版 社

と 連 携 し た プ ロ モ ー シ ョ ン な ど ）

1. 新 し い 豊 か さチ ャ レ ン ジ 2. 新 し い 安 心 安 全チ ャ レ ン ジ 3. 新 し い 人 財 育 成チ ャ レ ン ジ 4. 新 し い 夢 ・ 希 望チ ャ レ ン ジ

◎ 県 有 施 設 の 魅 力 向 上
　 茨 城 県 植 物 園 で は 「 緑 に 遊 び 、 緑 に 包 ま れ て 眠 る 、 日 本 初 の 泊 ま れ る 体 験
型 植 物 園 」 を 基 本 コ ン セ プ ト に 、 愛 称 を 『 T H E  B O T A NI C A L  R E S O R T  「 林 音
（ RI N N E ） 」 』 （ ザ ボ タ ニ カ ル リ ゾ ー ト リ ン ネ ） と し て 、 2 0 2 5 年 1 1 月 の リ ニ
ュ ー ア ル オ ー プ ン を 目 指 し 、 施 設 整 備 な ど を 推 進 し て い ま す 。

◎ つ く ば エ ク ス プ レ ス の 延 伸 方 面 の 決 定
　 第 三 者 委 員 会 か ら の 提 言 や パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト で 頂 い た ご 意 見 を 踏 ま え 、 最
も 実 現 可 能 性 の あ る 延 伸 先 を 選 定 し 、 そ の 実 現 可 能 性 を 高 め て い く こ と が 最 善
で あ る と の 判 断 の も と 、  2 0 2 3 年 6 月 に 、 延 伸 方 面 は 土 浦 方 面 と し 、 J R 常 磐 線 と
接 続 す る 駅 を 土 浦 駅 と す る こ と を 決 定 。 ま た 、  2 0 2 5 年 2 月 、 詳 細 な 需 要 予 測 に
基 づ く 県 独 自 の 検 討 結 果 を 盛 り 込 ん だ 事 業 計 画 の 素 案 を 策 定 し ま し た 。

◎ 茨 城 空 港 の 利 活 用 促 進
　 長 年 の 課 題 と な っ て い た 「 1 時 間 当 た り 1 着 陸 」 と の 民 航 機 の 着 陸 ル ー ル に つ
い て 、 国 に 対 し 柔 軟 な 運 用 を 求 め る 要 望 を 行 っ た 結 果 、  2 0 2 3 年 1 0 月 か ら 民 航
機 の 着 陸 ル ー ル が 弾 力 化 さ れ ま し た 。 以 降 、 国 際 線 の 定 期 便 再 開 や チ ャ ー タ ー
便 の 就 航 に よ り 旅 客 数 が 着 実 に 増 加 し 、  2 0 2 4 年 度 の 茨 城 空 港 の 旅 客 数 は 過 去 最
多 の 約 7 8 万 人 に ま で 拡 大 。 2 0 2 5 年 3 月 か ら は 福 岡 便 の 1 日 2 往 復 へ の 増 便 、 5 月
か ら は 韓 国 ・ 清 州 便 の 定 期 便 が 就 航 す る な ど 更 に 需 要 が 拡 大 し て い ま す 。

◎ 県 内 高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実
　 東 関 道 水 戸 線 の 未 開 通 区 間 及 び 圏 央 道 の 4 車 線 化 に つ い て 、  2 0 2 6 年 度 ま で の
全 線 開 通 に 向 け た 整 備 が 進 展 し て い ま す 。 ま た 、 鹿 嶋  ・  神 栖 方 面 へ の 延 伸 と し
て 期 待 さ れ る （ 仮 称 ） 鹿 行 南 部 道 路 の 基 本 方 針 が 策 定 さ れ 、 道 路 計 画 の 具 体 化
に 向 け た 検 討 が 進 め ら れ て い ま す 。 引 き 続 き 、 国 な ど に 対 し 整 備 推 進 を 強 く 働
き か け 、 県 内 高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 と 利 便 性 向 上 を 図 っ て ま い り ま す 。

菊 池  宏 行理 事 長
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　 〃 　 　 藤 井 信 悟

　 〃 　 　 斉 藤 哲 広

専 務 理 事 　 小 林 　 誠

会 計 理 事 　 荒 井 隆 一

理 　 事 　 坂 本 友 広

　 〃 　 　 菊 地 和 浩

　 〃 　 　 菊 池 　 功

理 　 事 　 佐 藤 　 健
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伊 　 東 　 久 　 夫
大 　 橋 　 一 　 博
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副 会 長 　 平 本 　 貞 二

会 長 　 鴨 志 田 　 聡
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～ 1 1 月 1 日 は 「 警 備 の 日 」 ～
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外 会 員 3 2 社 一 同

会 　 長 　 橋 　 本 　 義 　 隆

副 会 長 　 武 　 藤 　 秀 　 樹

副 会 長 　 吉 　 原 　 清 　 寿

副 会 長 　 吉 　 川 　 善 　 啓

代 表 取 締 役 会 長 　 秋 　 山 　 光 　 伯
代 表 取 締 役 社 長 　 秋 　 山 　 芳 　 久

理 事 長 　 生 田 目 　 好 　 美
専 務 理 事 　 皆 　 川 　 桂 　 一
常 務 理 事 　 梅 　 澤 　 信 　 行

土 木 構 造 物 ・ 建 築 物 ・ 上 下 水 道 の 設 計 、 積 算 、 施 工 管 理

飯 塚 　 博 之

＜ 〒 3 1 0 ‒ 0 8 5 2 ＞ 水 戸 市 笠 原 町 9 7 8 番 2 5  T E L（ 0 2 9 ） 3 0 1 ‒ 7 0 0 0 F A X（ 0 2 9 ） 3 0 1 ‒ 7 0 1 0

h t t p s: / / w w w . d c -i b a r a k i. o r . j p / T E L（ 0 2 9 ） 3 0 1 ‒ 7 0 0 3（ 会 議 室 予 約 ） 　

本 社
電 話
F A X

／ 　 日  立  市  幸  町  2 - 8 - 6
／ 　 0 2 9 4 - 8 5 - 8 1 0 0 (  代  )
／ 　 0 2 9 4 - 8 5 - 8 1 2 0 (  代  )

本 社 　 〒 3 1 0 - 0 9 0 3 　 水 戸 市 堀 町 1 1 0 8 - 8

T E L. 0 2 9 - 3 5 0 - 7 8 0 1

F A X. 0 2 9 - 3 5 0 - 7 2 2 2

E - m ail i nf o @ mit o - a ki y a m a.j p

渡 里 事 業 所 / 水 戸 市 渡 里 町 1 1 9 9

い い 人 作 り と い い 物 造 り の 共 鳴

理 事 長 　 鶴 田 　 哲 男
副 理 事 長 　 浅 川 　 久 志
副 理 事 長 　 高 橋 　 一 正
理 　 　 事 　 飯 塚 　 順 一
監 　 　 事 　 山 本 　 　 敦

理 　 　 事 　 田 中 　 正 平
理 　 　 事 　 小 林 　 　 悟
理 　 　 事 　 髙 野 　 弘 康
監 　 　 事 　 渡 邊 　 弘 行

〒 3 1 1 － 0 1 0 5 　 茨 城 県 那 珂 市 菅 谷  6 9 6 － １

T E L 0 2 9 － 2 9 5 － 3 3 1 8 　 F A X 0 2 9 － 2 9 5 － 3 2 5 4

青 山 土 木 工 業 ㈲

㈱ 浅 川 建 設

飯 塚 組 ㈲

㈱ 石 田 組

岩 佐 建 設 工 業 ㈱

㈲ 大 畠 土 木

片 岡 建 設 ㈱

㈱ キ ウ チ 建 設

㈲ 小 林 土 建

㈱ 千 本 杉

大 和 建 設 工 業 ㈲

㈱ 髙 野 工 務 店

高 橋 建 設 ㈱

㈲ 高 正 建 設

㈱ 田 中 工 務 店

㈱ 鶴 田 組

㈱ テ ッ ク

㈱ 中 庭 造 園 土 木

㈱ 滑 川 土 建

㈲ 萩 野 谷 産 業

㈱ 平 野 産 業

㈱ 松 井 建 設

山 金 建 設 ㈱

㈲ 渡 辺 工 務 店

那 珂 市 建 設 業 協 同 組 合

㈱ 出 沼 興 業

㈱ 植 田 建 設 工 業

㈱ 内 田 工 業

㈱ エ イ ブ ル コ ー ポ レ ー シ ョ ン

㈱ オ カ ザ キ

㈲ 尾 形 工 務 店

㈱ 風 間 建 築 事 務 所

㈱ 川 名 工 務 店

㈲ 共 立 建 設

㈱ ク ボ タ 総 建

興 和 工 業 ㈱

㈱ 小 林 工 業

㈱ 小 谷 野 建 設

㈲ 三 晄 プ ラ ン ニ ン グ

山 水 造 園 建 設 ㈱

㈱ 勝 樹 設 備

鈴 木 建 材 工 業 ㈲

㈲ 鈴 木 工 務 店

㈲ 鈴 木 種 苗 園

㈱ ス ズ ヤ

㈲ 清 司 工 務 店

㈱ 大 栄

㈲ 高 野 建 設

㈱ ツ カ ヤ

㈱ 鶴 亀

㈱ 内 藤 工 務 店

㈲ 永 作 設 備

仲 田 鋼 建 ㈱

中 村 建 設 ㈱

中 村 工 業 ㈱

㈱ 中 村 . 建 工

㈱ 沼 田 機 業

根 崎 解 体 工 事 ㈱

合 幡 弁 商 店

㈱ 広 瀬 商 事

㈱ 本 田 工 業

㈱ 美 野 里 建 設

㈱ 茂 木 工 務 店

㈲ 山 口 水 工

小 美 玉 市 建 設 業 協 会
会 　 　 長 　 久 保 田 敏 夫 ［  　 　 　 　 ］

副 会 長 　 川 名 　 正 光 ［  　 　 　 　 ］

副 会 長 　 内 藤 裕 一 郎 ［  　 　 　 　 ］

副 会 長 　 小 松 崎 晃 造 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 出 沼 　 光 国 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 内 田 　 　 誠 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 吉 川 　 幸 男 ［  　 　 　 　 ］

㈱ ク ボ タ 総 建

㈱ 川 名 工 務 店

㈱ 内 藤 工 務 店

根 崎 解 体 工 事 ㈱

㈱ 出 沼 興 業

㈱ 内 田 工 業

㈱ エ イ ブ ル コ ー ポ レ ー シ ョ ン

理 　 　 事 　 小 林 　 敏 一 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 鈴 木 　 鉱 紀 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 樫 村 　 正 三 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 仲 田 　 謙 治 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 中 村 　 信 行 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 中 村 　 幹 彦 ［  　 　 　 　 ］

理 　 　 事 　 本 田 　 　 勝 ［  　 　 　 　 ］

㈱ 小 林 工 業

鈴 木 建 材 工 業 ㈲

㈱ 大 栄

仲 田 鋼 建 ㈱

中 村 工 業 ㈱

㈱ 中 村 ． 建 工

㈱ 本 田 工 業

理 　 　 事 　 鬼 澤 　 敏 文 ［  　 　 　 　 ］

監 　 　 事 　 幡 谷 　 修 一 ［  　 　 　 　 ］

監 　 　 事 　 鈴 木 　 寿 彦 ［  　 　 　 　 ］

顧 問 相 談 役 　 内 藤 　 裕 二 ［  　 　 　 　 ］

㈱ 美 野 里 建 設

㈱ 尾 形 工 務 店

興 和 工 業 ㈱

㈱ 内 藤 工 務 店

（ 会 員 3 9 社 ）

会 　 　 員

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部 大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～

『 日 本 一 幸 せ な 県 』 の 実 現 へ
社 会 資 本 整 備 を 通 し て 貢 献 し ま す



（ 6 ）2 0 2 5  年 （ 令 和  7  年 ）1 0  月  2 8  日 　 火 曜 日

大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～ 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

大 井 川 知 事 3 期 目 が 始 動 ～ 注 目 事 業 を 追 う ～

で 明 確 に 機 能 を 分 け 、 利 用者 が 安 心 し て 生 活 で き る 場を 実 現 し た 。　
セ ー フ テ ィ ネ ッ ト Ａ 寮 棟

他 は 、 寮 棟 が Ｗ 造 、 日 中 活動 棟 が Ｒ Ｃ 造 、 渡 り 廊 下 がＳ 造 で 各 平 屋 建 て 。 延 べ 床５ ３ １ １ ・ １ ８ ㎡ 。 施 工 者は 建 築 が コ ス モ 綜 合 建 設 ・大 貫 工 務 店 ・ 大 内 工 務 店 Ｊ　
鹿 行 地 域 を み る と 、 唯 一

の 特 別 支 援 学 校 で あ る 鹿 島特 別 支 援 学 校 は ３ ０ ０ 人 を超 え る 大 規 模 校 と な っ て いる 。　
隣 接 す る 神 栖 市 内 、 中 で

も 波 崎 地 区 か ら の 通 学 は 、ス ク ー ル バ ス で 最 長 運 行 距離 約

4 0㎞ 、 最 長 約

8 0分 か か

り 、 過 去 に は 神 栖 市 に 特 別支 援 学 校 を 求 め る 会 （ 中 谷み ず ほ 代 表 ） が 神 栖 市 へ 新た な 特 別 支 援 学 校 の 設 置 の必 要 性 を 訴 え 、 要 望 書 と ９９ ３ ９ 筆 の 署 名 を 提 出 し てい る 。　
こ う し た 背 景 を 踏 ま え 、

大 井 川 知 事 は 緊 急 に 対 応 する 必 要 が あ る と 判 断 。 神 栖

　
大 井 川 知 事 が 障 害 者 施 設

の 中 核 施 設 と し て 再 整 備を 進 め た 県 立 あ す な ろ の 郷は 、 こ と し ６ 月 に 無 事 竣 工を 迎 え た 。 式 典 で は 大 井 川知 事 と 多 数 の 来 賓 が テ ー プカ ッ ト で 完 成 を 祝 し た 。　
式 典 で 大 井 川 知 事 は 「 昨

今 の 建 設 業 界 に お け る 人 手不 足 や 厳 し い 資 材 調 達 環 境と い っ た 困 難 な 状 況 下 に あり な が ら も 、 本 日 こ う し て無 事 に 竣 工 の 日 を 迎 え ら れる こ と が で き た の は 、 本 事業 に 責 任 感 と 確 か な 技 術 力を も っ て 誠 心 誠 意 ご 対 応 いた だ い た 関 係 者 の 皆 さ ま のお 力 添 え の 賜 物 で あ り 心 より 感 謝 す る 。 県 と し て は 今後 と も 、 あ す な ろ の 郷 が 本県 に お け る 障 害 者 施 設 の 中核 施 設 と し て 役 割 を 果 た せる よ う 努 め て ま い り た い 」と 力 を 込 め た 。　
あ す な ろ の 郷 は １ ９ ７ ３

年 度 に 開 業 。 知 的 障 害 者の 日 常 生 活 に 必 要 な 技 術 支べ 床 面 積 ７ ６ ８ ㎡ で 、 １ 階部 分 が Ｒ Ｃ 造 、 ２ 階 部 分 がＷ 造 。　
外 構 施 設 は 運 動 場 が ４ ５

８ ０ ㎡ 、 駐 車 場 が ５ ５ ３ ０㎡ （ １ ６ ０ 台 程 度 ）  、 圃 場

　
県 は 特 別 支 援 学 校 に 在 籍

す る 児 童 生 徒 の 増 加 に 対 応す る た め 、 神 栖 市 内 に 新 たな 特 別 支 援 学 校 （ 仮 称 ） を設 置 す る 。 校 舎 は 延 べ 床 面積 ６ ７ ０ ０ ㎡ 、 体 育 館 は 延

Ｖ で 落 札 額 は

1 9億 ２ ８ ５ ０

万 円 。 電 気 が イ ガ ラ シ 綜業 ・ 泰 明 電 設 Ｊ Ｖ で 落 札 額は ３ 億 ８ ４ ６ ５ 万 円 。 衛 生が 飯 村 機 電 工 業 ㈱ で 落 札 額は ２ 億 ６ ４ ７ ０ 万 円 。 空 調が 清 和 工 業 ㈱ で 落 札 額 は ２億 ４ ０ ２ ０ 万 円 。 設 計 監 理が 久 米 設 計 ・ パ ル 綜 合 設 計Ｊ Ｖ 。市 須 田 地 内 へ 新 た に （ 仮称 ） 神 栖 特 別 支 援 学 校 を 設置 す る こ と に し た 。　
設 置 場 所 は 同 市 若 松 運 動

場 隣 接 地 の 市 有 地 （ 更 地 ）  。こ れ に よ り 、 通 学 時 間 ・ 通学 距 離 は お お よ そ 半 分 と なる 見 通 し だ 。　
大 井 川 知 事 は 「 廃 校 や 既

存 施 設 の 利 用 な ど も 検 討 した が 、 費 用 的 に 大 差 な く 、最 も 良 い 環 境 を 提 供 で き ると 判 断 し た 」 と 新 校 の 建 設に つ い て 説 明 。 通 学 距 離 と通 学 時 間 の 短 縮 を 図 り 、 通学 に 係 る 児 童 生 徒 の 心 身 の負 担 を 軽 減 し た い 考 え を 示し て い る 。　
想 定 児 童 整 数 は 約 １ ５ ０

人 （ 小 学 部 約

6 0人 、 中 学

部 約

4 0人 、 高 等 部 約

5 0人 ）  。

学 級 数 は 約

3 5（ 小 学 部 約

1 6、 中 学 部 約

1 1、 高 等 部 約

８ ） を 見 込 む 。　
校 舎 内 に は 普 通 ・ 特 別 教

室 部 門 と し て 普 通 教 室

3 5

室 、 多 目 的 室 ３ 室 、 更 衣 室６ 室 、 図 書 室 、 プ レ イ ル ーム な ど を 、 管 理 関 係 室 部門 と し て 職 員 室 、 保 健 室 ２室 、 会 議 室 な ど を 、 共 用 部と し て 廊 下 ・ 階 段 、 ト イレ 、 エ レ ベ ー タ ー な ど を 整備 す る 。 体 育 館 は 福 祉 避 難所 と し て の 利 用 も 想 定 し てい る 。

援 ・ 作 業 支 援 な ど を 行 う 県内 最 大 の 障 害 者 支 援 施 設 。建 設 か ら

5 0年 が 経 過 し 施 設

の 老 朽 化 が 進 ん で い る こ とか ら 、 訓 練 棟 や 体 育 館 の 跡地 に 新 た な 施 設 を 建 設 した 。　
施 設 規 模 は セ ー フ テ ィ

ネ ッ ト 本 棟 が Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｓ造 ２ 階 建 て 延 べ 床 １ 万 ３ １８ ６ ・ ７ ５ ㎡ 。 施 工 者 は 建築 が 坪 井 工 業 ・ コ ス モ 綜 合建 設 ・ 大 貫 工 務 店 Ｊ Ｖ で 落札 額 が

4 0億 ４ ７ ０ ０ 万 円 。

電 気 設 備 が イ ガ ラ シ 綜 業 ・共 栄 通 信 工 業 Ｊ Ｖ で 落 札 額は ９ 億 ８ ２ ５ ０ 万 円 。 衛 生設 備 そ の １ が 関 彰 エ ン ジ ニア リ ン グ ㈱ で 落 札 額 は ３ 億３ ２ ０ ０ 万 円 。 衛 生 設 備 その ２ が 清 和 工 業 ㈱ で 落 札 額は ３ 億 １ ５ ０ ０ 万 円 。 空 調設 備 工 事 が 暁 飯 島 工 業 ・ 清和 工 業 Ｊ Ｖ で 落 札 額 は ８ 億２ ４ ０ ０ 万 円 。 設 計 監 理 が久 米 設 計 ・ パ ル 綜 合 設 計 ＪＶ 。　
１ 階 に 病 院 ・ 福 祉 （ 通

所 ） 施 設 を 集 約 。 ２ 階 に は強 度 行 動 障 害 支 援 施 設 、 医療 的 ケ ア 支 援 施 設 、 重 症 心身 障 害 児 者 ・ 病 棟 な ど の 居住 空 間 を 分 配 配 置 す る こ とが ８ ９ ０ ㎡ 。 バ ス タ ー ミ ナル （ 屋 根 下 乗 降 台 数 ５ 台 程度 ） も 設 置 す る 。 施 工 は 常総 ・ 大 勝 ・ 森 新 特 定 建 設 工事 共 同 企 業 体 。 最 短 で ２ ０２ ７ 年 ９ 月 ご ろ に 開 校 す る見 通 し だ 。　
県 は 特 別 支 援 学 校 の 児

童 ・ 生 徒 数 の 増 加 が 進 む中 、

2 0年 に 「 い ば と く プ ラ

ン 」 を 策 定 し 、 校 舎 増 築 など に よ り 教 室 数 不 足 の 解 消に 取 り 組 ん で い る 。

N

国 道 3 5 6 号

国 道 1 2 4 号

神 栖 市 役 所

神 栖 市 域鹿 島 特 別 支 援 学 校

（ 仮 称 ） 神 栖 特 別 支 援 学 校
【 計 画 地 】

▲ テ ー プ カ ッ ト で 完 成 を 祝 っ た

▲ 神 栖 特 別 支 援 学 校 の 整 備 イ メ ー ジ

▲ 本 県 障 害 者 施 設 の 中 核 を 担 っ て い く

あ す な ろ の 郷 を 再 整 備

児 童 生 徒 の 負 担 軽 減

障 害 者 施 設 の 中 核 担 う

2 7年 ９ 月 開 校 目 指 す

神 栖 に 特 別 支 援 学 校 設 置

U R L: htt p s: / / w w w. o o n u ki. c o.j p

代 表 取 締 役 　 渡 　 邉 　 宗 　 明

〒 3 0 5 － 0 8 1 7

茨 城 県 つ く ば 市 研 究 学 園  7  丁 目  4 9  番 地  4

T E L. 0 2 9 － 8 5 4 － 4 1 3 0

F A X. 0 2 9 － 8 5 4 － 4 1 6 0

〒 3 1 1 － 4 3 0 3 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 城 里 町 石 塚  9 3 1 － 3

T E L 0 2 9 － 2 9 7 － 2 7 4 0 　 F A X 0 2 9 － 2 9 7 － 2 7 8 3

代 表 取 締 役 　 中 　 村 　 直 　 樹

測 量 ・ 設 計 ・ 補 償 ・ Ｇ Ｉ Ｓ

本 　 社 ／ 〒 3 1 0 － 0 8 0 4 　 茨 城 県 水 戸 市 白 梅  4 － 1 － 2 5  す ざ く ビ ル

　 　 　 　 T E L 0 2 9 － 2 3 2 － 0 1 5 8 　 F A X 0 2 9 － 2 3 2 － 0 2 2 5

営 業 所 ／ ひ  た  ち  な  か ・ 笠  間 ・ 筑  西 ・ 常  陸  太  田 ・ 稲  敷 ・ 茨  城  町 ・ 北  茨  城 ・ 東  海

建  設  コ ン  サ ル  タ ン ト

建 設 に 係 る 技 術 力 を 持 っ て 社 会 に 貢 献 す る

創 業 明 治 3 5 年
自 然 を 感 じ る 街 づ く り

～ 自 然 と 人 を 考 え 、 そ し て 、 地 域 へ ～

代 表 取 締 役 社 長 梅 　 原 　 基 　 弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４ － ７ ４ － ２ １ ６ ６

h t t p s: / / w w w. u m e h a r a - k. c o.j p

茨 城 県 常 陸 太 田 市 小 目 町 ５ １ ７本 　 社 ：

Ｂ ～ 1 3 コ マ



（ 7 ） 2 0 2 5 年 （ 令 和 7 年 ）1  0  月 2 8 日 　 火 曜 日

代 表 取 締 役 　 清 　 水 　 寿 　 美

本 社 ／ 〒 3 1 0 － 0 8 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 城 南  1  丁 目 ６ 番 ９ 号

T E L 0 2 9 （ 3 0 0 ） 3 5 1 1

F A X 0 2 9 （ 3 0 0 ） 7 1 6 0

本 社 / 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 山 方 6 4 5 番 地
T E L. 0 2 9 5- 5 7- 6 8 6 0  F A X. 0 2 9 5- 5 7- 2 5 0 7
大 T E L. 0 2 9 5- 5 2- 3 9 5 1

T E L. 0 2 9 5- 5 3- 0 0 6 3
T E L. 0 2 9 9- 4 3- 0 3 6 1
T E L. 0 2 9 5- 5 7- 9 3 1 1
T E L. 0 2 9- 2 8 8- 4 8 3 3

大 宮 第 一 砂 利 プ ラ ン ト
大 宮 第 二 砂 利 プ ラ ン ト
八 郷 生 コ ン 工 場
第 一 砕 石 工 場
総 武 石 材 鉱 業 株 式 会 社

小 河 原  欣 　 也

小 河 原  利 一 郎

代 表 取 締 役 会 長

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役 社 長 　 藤 　 井 　 尚 　 之

〒 3 1 1 － 1 5 1 7 　 茨 城 県 鉾 田 市 鉾 田  1 0 6 8 － 2 藤 井 ビ ル  1 F

T E L 　 0 2 9 1 － 3 3 － 4 0 4 6

F A X 　 0 2 9 1 － 3 3 － 4 0 4 9

U R L ： ht t p s: //f ujii g r o u p. c o.j p

藤 井 建 設 株 式 会 社
技 術 と 信 頼 で 躍 進 す る 総 合 建 設 業

代 表 取 締 役 　 関 　 根 　 敏 　 政

〒 3 1 1 － 3 1 1 4  　 茨 城 県 東 茨 城 郡 茨 城 町 大 戸  8 6 9 － 2
T E L 　 0 2 9 － 2 9 2 － 0 4 8 7
F A X 　 0 2 9 － 2 9 2 － 9 1 2 1
U R L :h t t p s:// w w w .s e ki n e- d e n ki. c o.j p

関 根 電 気株 式 会 社

茨 城 県 知 事 許 可 （ 般 ） 第 2 4 3 5 4  号  東 京 電 力 委 託 店

支 　 店 ／ 水 戸 ・ 佐 原 ・ つ く ば
営 業 所 ／ 土 浦 ・ 成 田 ・ 鉾 田

石 　 　 津 　 　 健 　 　 光

石 　 　 津 　 　 弘 　 　 敏

取 締 役 会 長

代 表 取 締 役

本 　 社 〒 3 1 4- 0 1 3 4 茨 城 県 神 栖 市 賀 2 1 0 8 番 地 8
T E L. 0 2 9 9- 9 2- 3 8 7 5 ㈹ 　 F A X. 0 2 9 9- 9 2- 5 5 0 5

C i vil・ B u ild ・ R o a d ・ G e o ・ E c o

株 式 会 社 大 地

代 表 取 締 役 菅 谷 明 良

〒 3 1 4 - 0 0 3 1 茨 城 県 鹿 嶋 市 宮 中 5 2 5 9 - 1
T E L ０ ２ ９ ９ － ９ ０ － ８ ７ ６ ０
F A X ０ ２ ９ ９ － ９ ０ － ８ ７ ６ １

み ん な の 「 ち か ら 」 が 「 か た ち 」 へ と 。

〒 3 0 1 -0 8 2 2
茨 城 県 龍 ケ 崎 市 1 6 8 6 番 地
T E L 0 2 9 7 -6 4 -1 5 1 1 　 F A X 0 2 9 7 -6 4 -1 5 1 6
h ttp s: / / w w w. d ai s h o- c. c o.j p

h t t p s : / /w w w . c os m o - st y le. jp

本 社 　 水 戸 市 け や き 台 2 丁 目 1 3 番 地 2 　 T E L 0 2 9 -2 4 8 -5 3 5 8

コ ス モ 綜 合 建 設 株 式 会 社

地 域 に 貢 献 で き る 建 設 産 業 を 目 指 す

〒 � � � - � � � �   茨 城 県 龍 ケ 崎 市 馴 馬 町 � � � � -�

T E L  � � � � - � �- � � � � 　 F A X  � � � � - � � - � � � �

代 表 取 締 役 　 澤 　 畠 　 弘 　 樹

〒 3 1 9- 1 1 0 6 茨 城 県 那 珂 郡 東 海 村 白 方  5 3 8- 2
　 　  電 話 ( 0 2 9) 2 8 2- 2 6 2 6
　 　  F A X ( 0 2 9) 2 8 2- 2 7 4 2
 E  -m ail: s o u m u @t o k o k e n s et s u.j p

取 締 役 会 長 　 髙 　 橋 　 　 　 勲
代 表 取 締 役 　 髙 　 橋 　 正 太 郎

〒 3 1 1 － 1 1 1 5 　 茨 城 県 水 戸 市 大 串 町  9 5 2 － 4  番 地

T E L 　 0 2 9 － 2 6 9 － 3 0 6 6  ㈹

F A X 　 0 2 9 － 2 6 9 － 4 1 3 0 　

代 表 取 締 役 　 木 　 村 　 和 　 夫
専 務 取 締 役 　 木 　 村 　 保 　 幸

本 社 ・ 工 場 　 〒 3 0 8 － 0 8 5 5 　 茨 城 県 筑 西 市 下 川 島 6 3 5

　 　 　 　 　 　 　 T E L. 0 2 9 6 － 3 4 － 1 2 1 1 　 F A X. 0 2 9 6 － 3 4 － 1 2 1 2

栃 木 支 店 　 〒 3 2 1 － 0 2 2 6 　 栃 木 県 下 都 賀 郡 壬 生 町 中 央 町 1 3 － 1 5

　 　 　 　 　 　 　 T E L. 0 2 8 2 － 8 2 － 3 8 4 4 　 F A X. 0 2 8 2 － 8 2 － 1 3 2 6

結 城 営 業 所 　 〒 3 0 7 － 0 0 1 1 　 茨 城 県 結 城 市 小 森 1 8 5 1

　 　 　 　 　 　 　 T E L. 0 2 9 6 － 3 2 － 8 0 2 8 　 F A X. 0 2 9 6 － 3 4 － 1 2 2 5

U R L 　  h t t p s: / / w w w. k a n t o- d o r o. c o.j p

E- m ail 　i nf o @ k a n t o- d o r o. c o.j p

I S O 9 0 0 1 / 2 0 1 5  年 　I S O 1 4 0 0 1 / 2 0 1 5  年

関 東 道 路 株 式 会 社
経 済 産 業 省 認 定

・ 国 土 交 通 大 臣 賞 受 賞 （ ３ Ｒ 推 進 功 労 者 ）

・ 環 境 大 臣 賞 受 賞 （ 廃 棄 物 研 究 開 発 功 労 者 ）

・ 茨 城 県 知 事 賞 受 賞 （ 地 球 に や さ し い 企 業 表 彰 ）

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部 大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～

災 害 ・ 危 機 に 強 い 県 づ く り の 推 進
社 会 資 本 整 備 を 通 し て 貢 献 し ま す

“ 県 民 の 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し ”

地 域 の 守 り 手 と し て

私 た ち が そ の 役 割 を 担 い ま す



（ 8 ）2 0 2 5  年 （ 令 和  7  年 ）1 0  月  2 8  日 　 火 曜 日

大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～ 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

大 井 川 知 事 3 期 目 が 始 動 ～ 将 来 を 見 据 え た 投 資 ～

可 能 性 を 高 め る た め 、 さ らな る 需 要 拡 大 や 採 算 性 向 上な ど の 方 策 を 調 査 ・ 検 討し 、 事 業 計 画 素 案 を と り まと め た 。　
そ れ に よ る と 、 県 独 自 調

査 に よ る 概 算 事 業 費 は 、 土浦 延 伸 単 独 整 備 （ Ｌ 約

1 0

㎞ ） の 場 合 は 約 １ ３ ２ ０ 億円 と な り 、 東 京 延 伸 一 体 整備 （ 秋 葉 原 ～ 東 京 間 、 Ｌ 約２ ㎞ ） を 含 め る と 約 ３ ０ ７０ 億 円 と な る 見 通 し 。 費 用便 益 比 （ Ｂ ／ Ｃ ） は い ず れも １ を 上 回 り 、 社 会 的 意 義の あ る 事 業 で あ る こ と が 確認 さ れ た 。　
素 案 で は 、 Ｔ Ｘ の 利 用 状

況 を よ り 的 確 に 反 映 で きる 応 用 都 市 経 済 モ デ ル を 採用 。　
需 要 予 測 の シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン を 行 っ た と こ ろ 、 土浦 延 伸 単 独 、 東 京 延 伸 一 体整 備 と も に Ｂ ／ Ｃ は い ず れも １ を 上 回 り 、 採 算 性 に つい て も 、 土 浦 延 伸 単 独 の 場合 は

4 3年 、 東 京 延 伸 一 体 整

備 の 場 合 は

2 7年 で 黒 字 転 換

す る こ と を 確 認 し た 。平 行 誘 導 路 一 部 整 備 を 目 指す 。　
空 調 設 備 の 効 率 化 や 照 明

Ｌ Ｅ Ｄ 化 の 推 進 、 太 陽 光 発電 の さ ら な る 導 入 な ど も 盛り 込 ん で い る 。　
な お 、

2 4年 度 の 茨 城 空 港

旅 客 数 は 過 去 最 多 の 約

7 8万

人 と な っ た 。

2 3年 度 か ら は

約 ２ 万 ８ ０ ０ ０ 人 増 。 国 内

　
Ｔ Ｘ の 土 浦 延 伸 に よ り 、

つ く ば と 土 浦 の ミ ッ シ ン グリ ン ク を 解 消 し 、 Ｔ Ｘ の 整備 効 果 を 県 内 全 域 に 波 及 させ る こ と で 、 本 県 の 将 来 に向 け た 経 済 発 展 が 期 待 さ れる 。　
ま た 、 鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク

　
茨 城 空 港 を 首 都 圏 第 ３ の

空 港 へ

－ 。 ２ ０ ４ ０ 年 代 の

目 標 旅 客 数 １ ７ ０ 万 人 を 掲げ 、  「 茨 城 空 港 将 来 ビ ジ ョン ～ 首 都 圏 第 ３ の 空 港 を目 指 し て ～ 」 が 策 定 さ れた 。 地 域 の に ぎ わ い 創 出 や国 際 ・ 国 内 航 空 需 要 へ の 対応 、 災 害 対 応 の 拠 点 な ど の実 現 を 目 指 し 、 タ ー ミ ナ ルビ ル の 拡 張 、 駐 車 場 の 立 体化 、 取 付 誘 導 複 線 化 、 エ プロ ン 拡 張 な ど が 位 置 づ け られ た 。 こ の う ち タ ー ミ ナ ルビ ル や 駐 車 場 、 取 付 誘 導 路は

2 0年 代 後 半 ま で の 短 期 目

標 と し て い る 。　
茨 城 空 港 は 、 ２ ０ １ ０ 年

に 航 空 自 衛 隊 と の 共 用 空 港と し て 開 港 。

2 3年

1 0月 に は

空 港 運 用 の 弾 力 化 を 図 る こと と し 、 航 空 機 の 乗 入 れ 制限 の 緩 和 や 国 際 ビ ジ ネ スジ ェ ッ ト の 乗 入 れ を 開 始 する な ど 、 新 た な 局 面 を 迎 えて い る 。　
将 来 ビ ジ ョ ン は 、 空 港 の

利 便 性 の 向 上 や イ ン バ ウ ンド の 増 加 な ど を 踏 ま え 、 地域 経 済 の 成 長 や 観 光 振 興 を支 え 、 災 害 時 の 救 援 活 動 によ り 寄 与 で き る よ う に す るた め の 指 針 と な る も の 。 今

　
つ く ば エ ク ス プ レ ス （ Ｔ

Ｘ ） の 県 内 延 伸 は 、 ２ ０ ２３ 年 ６ 月 に 「 延 伸 方 面 は 土浦 方 面 、 Ｊ Ｒ 常 磐 線 と 接 続す る 駅 は 土 浦 駅 」 と し て 、延 伸 構 想 の 具 体 化 に 向 け た検 討 を 進 め て い く こ と を 県が 決 定 し た 。

　
検 討 に あ た り 、 Ｊ Ｒ 土 浦

駅 に 隣 接 し て 新 土 浦 駅 を 設け る と し 、 事 業 費 の 抑 制 、速 達 性 、 開 発 の し や す さ の観 点 か ら 中 間 駅 は １ 駅 、 可能 な 限 り 最 短 経 路 と 仮 定 して い る 。　
概 算 事 業 費 の 内 訳 は 、 建

設 費 約 ９ ２ ０ 億 円 、 用 地 費約 １ ４ ０ 億 円 、 税 ・ 諸 経 費等 約 １ ７ ０ 億 円 、 車 両 費 約
9 0億 円 。

　
開 業 目 標 は

4 5年 と し 、 所

要 時 間 は 約 ９ 分 。 運 賃 は ３４ ０ 円 。 事 業 ス キ ー ム は 都市 鉄 道 利 便 増 進 事 業 費 補 助を 想 定 。　
県 は 今 後 、 フ ェ ー ズ ２

（ ～ ２ ０ ３ ０ 年 ） と し て 関係 者 と の 調 整 を 進 め る と とも に 、 必 要 な 追 加 調 査 な どを 実 施 し て 素 案 の 磨 き 上 げを 進 め 、 国 勢 の 発 展 に 必 要な 鉄 道 路 線 と し て 、 次 期 交通 政 策 審 議 会 答 申 で の 位 置付 け を 目 指 す 。　
フ ェ ー ズ ３ で は 、 事 業 主

体 と な る 鉄 道 事 業 者 な ど と共 同 し て 延 伸 事 業 の 許 可 取得 を 目 指 し て い く 。線 は 旅 客 需 要 の 回 復 も あり 、 過 去 最 多 の 旅 客 数 （

7 0

万 ９ ９ ２ ８ 人 ） と な り 、 対前 年 度 比 １ ０ １ ・ ４ ％ 。 また 、 国 際 線 に つ い て は 、 上海 便 （ 中 国 ） や チ ョ ン ジ ュ便 （ 韓 国 ） な ど の 運 航 によ り 、 対 前 年 度 比 １ ３ ７ ・０ ％ と な っ た 。　
さ ら に 、 ９ 月

2 4日 に は 新

た な 定 期 便 、 イ ン チ ョ ン 便（ 韓 国 ） の 就 航 が 決 定 。

1 1

月

1 2日 か ら 週 ３ 便 が 運 航 す

る こ と と な り 、 こ れ で 月 ～土 曜 日 の 週 ６ 日 、 茨 城 と 韓国 が 結 ば れ る 。

の 構 築 に よ り 、 災 害 な ど 輸送 障 害 発 生 時 の 広 域 的 な リダ ン ダ ン シ ー 確 保 が 図 ら れる 。　
そ の 一 方 、 第 三 者 委 員 会

な ど で 「 採 算 性 や 費 用 対 効果 の 面 で 課 題 が あ る 」 と の意 見 も 出 て お り 、 県 は 実 現後 、 目 指 す べ き 姿 ・ 果 た すべ き 役 割 、 そ れ ら を 実 現 する た め に 必 要 な 取 組 に つ いて 記 さ れ て い る 。　
目 指 す べ き 姿 ・ 果 た す べ

き 役 割 と し て ◇ 本 県 や 近 隣県 の さ ら な る 成 長 、 人 々 の豊 か な 生 活 を 支 え る 国 内 外と の 観 光 ・ ビ ジ ネ ス や 地 域の に ぎ わ い の 拠 点 と な る 空港 ◇ 羽 田 ・ 成 田 空 港 と と もに 、 首 都 圏 第 ３ の 空 港 と して 、 日 本 の 国 際 ・ 国 内 航 空需 要 に 対 応 す る 空 港 ◇ 本 県の 被 災 時 や 、 首 都 直 下 地 震な ど の 大 規 模 災 害 時 に 、 本県 を は じ め 周 辺 県 の 災 害 対応 の 拠 点 と な る 空 港

－ を 提

示 。　
主 な 取 組 で は 、 １ 時 間 に

国 内 ・ 国 際 線 各 ２ 便 以 上 の航 空 機 を 円 滑 に 受 け 入 れ るた め 、 タ ー ミ ナ ル ビ ル や 航空 機 駐 機 場 の 拡 張 、 取 付 誘導 路 の 複 線 化 、 平 行 誘 導 路の 確 保 、 第 １ ・ ２ 駐 車 場 の立 体 化 な ど を 掲 載 。　
誘 導 路 の 機 能 強 化 で は 、

ス テ ッ プ １ と し て 取 付 誘 導路 の 増 設 に よ る 複 線 化 に は直 ち に 着 手 。 ス テ ッ プ ２ では 、 ス テ ッ プ １ と 平 行 し て５ 年 以 内 の エ プ ロ ン 拡 張 、

つ く ばつ く ば 中 間 駅中 間 駅

新 土 浦 駅新 土 浦 駅

中 間 駅 周 辺 の 開 発 規 模

地 理 院 地 図 に 加 筆

開 発 面 積  1 6 0 h a
計 画 人 口  約 5, 0 0 0 人

▲ T X 延 伸 提 言 書 を 受 け 取 る 大 井 川 知 事 （ 左 ）

茨 城 空 港 の 旅 客 推 移

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省 公 共 航 空 局 「 空 港 管 理 状 況 調 書 」 ）
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2 0 0 9

給 油 エ リ ア

貨 物 や ビ ジ ネ ス

ジ ェ ッ ト エ リ ア

新 旅 客

タ ー ミ ナ ル ビ ル

現 旅 客

タ ー ミ ナ ル ビ ル

第 1 駐 車 場

（ 立 体 化 ）

第 2 駐 車 場

（ 立 体 化 ）

エ プ ロ ン

拡 張 部 分

旅 客 と 地 域 住 民 の

交 流 エ リ ア

取 付 誘 導 路

（ 複 線 化 ）

備 考 ： 本 配 置 は イ メ ー ジ で あ り 、 具 体 の 整 備 に 当 た っ て は
関 係 者 と 調 整 し 決 定 す る た め 、 変 更 が 生 じ る 場 合 が あ る

東 京 一 体 で 早 期 黒 字 化

茨 城 空 港 の 利 用 促 進

単 独 の 事 業 費 は

1 3 2 0億

首 都 圏 第 ３ の 空 港 に

T X を 土 浦 方 面 へ 延 伸

代 表 取 締 役 　 柳 　 田 　 洋 　 一

茨 城 県 東 茨 城 郡 茨 城 町 小 鶴 1 3 5 7 － 3

T E L 　 0 2 9 （ 2 9 2 ）6 1 0 3

F A X 　 0 2 9 （ 2 9 2 ）9 2 9 4

U R L 　 htt p :/ / w w w. y a n a gi d a g u mi. c o.j p /

h e a rt  ＆  t e c h n ol o g y

足 場 工 事 、 鉄 骨 組 立 工 事 、 建 築 土 工 事 、 鉄 骨 仮 設 材 リ ー ス 業 、 仮 設 計 画 事 業 、 イ ン ベ ン ト ス テ ー ジ 工 事

茨 城 県 知 事 許 可 （ 特- 0 4 ） 第 2 1 6 8 0 号

株 式
会 社 Ｍ Ｓ Ｋ （ 松 本 グ ル ー プ ）

〒 3 1 0 － 0 0 1 3  水 戸 市 若 宮 1 丁 目 2 番 7 号

T E L 0 2 9 － 2 2 4 － 6 3 6 1 ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 2 2 4 － 6 5 0 4

〒 3 0 0 － 0 0 5 1  土 浦 市 真 鍋 1 － 1 4 － 1 7 　 オ ク イ ビ ル 3 F

T E L 0 2 9 － 8 6 9 － 6 7 2 2 ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 8 6 9 － 6 7 2 3

U R L htt p: / / w w w. w a c hi s y o uji. c o.j p

本 社

つ く ば 営 業 所

A L C ・ 杭 ・ 地 盤 改 良 ・ 耐 火 被 覆 ・ 金 属 屋 根 ・ O A フ ロ ア ー ・ パ ー テ ー シ ョ ン ・ 雨 水 貯 留 ・ ス ポ ー ツ 床 ・ グ ラ ウ ン ド 改 良 ・ 防 球 ネ ッ ト ・

イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ・ 平 板 ・ 木 製 デ ッ キ ・ 門 扉 フ ェ ン ス ・ 公 園 施 設 ・ 噴 水 ・ 遊 具 ・ ト イ レ ・ サ イ ン ・ コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

新 し い 都 市 景 観 創 造
自 然 と 調 和 す る 、 よ り 豊 か で 快 適 な 生 活 空 間 を 支 え て い き た い 。

自 由 な 発 想 と 先 進 の 技 術 で 、 地 域 社 会 に 貢 献 し て い き た い 。 　  

― ― 私 た ち は 、 和 知 商 事 で す 。

〒 3 1 0 － 0 9 1 3 　 茨 城 県 水 戸 市 見 川 町  2 1 3 1 － 1 1 4

Ｔ Ｅ Ｌ 0 2 9 － 3 5 0 － 9 0 8 1

Ｆ Ａ Ｘ 0 2 9 － 3 5 0 － 9 0 7 9

代 表 取 締 役 　 五 十 嵐 　 勇 哉
取 締 役 副 社 長 　 五 十 嵐 　 翔 太

株 式 会 社  勇 進 組

鳶 工 ・ 塗 装 ・ 解 体
茨 城 県 知 事 許 可 （ 般 ‒ 0 3 ） 第 3 7 7 0 9 号

株 式
会 社

本 社 　 茨 城 県 土 浦 市 東 崎 町  1 1 － 5

電 　 話 　 0 2 9 ( 8 2 1 ) 1 1 0 5  ㈹

Ｆ Ａ Ｘ 　 0 2 9 ( 8 2 2 ) 1 1 2 2

代 表 取 締 役 山 　 本 　 一 　 廣

わ れ ら · 夢 · 楽 · 創 ·人

総 合 建 設 業

㈲ 益 子 工 務 店
代 表 取 締 役 　 益 　 子 　 俊 　 文

本 　 社 　 〒 3 1 9 － 3 5 4 2 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 初 原 5 4 3

T E L 　 0 2 9 5( 7 8) 0 1 2 3( 代 表) 　 　 　

F A X 　 0 2 9 5( 7 8) 0 8 8 8  　 　 　 　 　

人 と 地 球 に も っ と 笑 顔 を 。 一 歩 先 を 行 く 環 境 事 業 の 推 進 。  

T h in k  e n v iro n m e n t firs t

住 所  茨 城 県 行 方 市 新 宮 7 4 5 　 T E L 0 2 9 9- 7 3- 2 1 2 3 　 F A X 0 2 9 9- 7 3- 2 1 4 4

E- m a il 　in fo @ fu jik e n 1 .c o m 　 　  U R L 　 h ttp :/ / w w w .fu jik e n 1 .c o m 

環 境 ・ 地 域 ・ 新 技 術 を テ ー マ に 次 世 代 を 拓 く 、 総 合 建 築 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル

藤 﨑 建 設 工 業 株 式 会 社

総 合 不 動 産 ・ 総 合 建 設 業

芙 蓉 リ ビ ン グ 株 式 会 社
茨 城 県 つ く ば 市 東 新 井 ２ ２ 番 地 １ ５ － ３

h t t p s: / / w w w. f u y o u-li vi n g. c o m /

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

h t t p s: / / w w w. f u y o u- x- s ell. c o m /

総 合 不 動 産

芙 蓉 エ ク セ ル 株 式 会 社

あ な た  の た め の ニ ー ズ に 応 え る

グ ル ー プ



（ 9 ） 2 0 2 5 年 （ 令 和 7 年 ）1  0  月 2 8 日 　 火 曜 日

大 井 川 知 事 3 期 目 が 始 動 ～ 企 業 誘 致 で 地 域 活 性 化 ～

件 数 は

2 2年 が

4 0件 （ 全 国

１ 位 ）  、

2 3年 が

4 7件 （ 全 国

１ 位 ）  、

2 4年 が

4 6件 （ 全 国

１ 位 ）  。 工 場 立 地 件 数 は

2 2

年 が

6 0件 （ 全 国 ２ 位 ）  、

2 3

年 が

7 5件 （ 全 国 １ 位 ）  、

2 4

年 が

7 3件 （ 全 国 １ 位 ）  。 工

場 立 地 面 積 は

2 2年 が １ １ ６

 

h a（ 全 国 １ 位 ）  、

2 3年 が １

６ ５

 

h a（ 全 国 ２ 位 ）

 、

2 4年

が １ １ ７

 

h a（ 全 国 ３ 位 ）  。

い ず れ も 全 国 ト ッ プ ク ラ スの 結 果 を 出 し 続 け て い る 。　
地 域 別 立 地 動 向 で は 県

北 ・ 県 央 地 域 は 工 業 団 地 や港 湾 の 整 備 が 進 ん で い る 。事 業 環 境 が 向 上 し て い く こと か ら 、 同 地 域 へ の 関 心 が高 ま っ て い く も の と 考 え られ る 。 県 南 地 域 は 首 都 圏 に隣 接 す る た め 、 大 消 費 地 への 近 接 性 等 か ら こ れ ま で も多 く の 企 業 立 地 が あ る 。

2 6

年 度 に は 圏 央 道 の 県 内 全 区間 の ４ 車 線 化 が 予 定 さ れ てい る こ と か ら 、 引 き 続 き 、保 な ど 、 最 大 限 の 協 力 を行 っ て い く 」 と 語 っ た 。　
そ し て 立 地 企 業 決 定 を 受

け て 大 谷 明 ひ た ち な か 市 長は 「 新 規 取 得 に よ り 、 同 社が 先 端 素 材 分 野 に お け る グロ ー バ ル リ ー ダ ー と し て さら に 飛 躍 さ れ る と は 市 と して も 大 変 喜 ば し い 。 地 元 とし て 、 事 業 が 円 滑 に 展 開 で

数 は ３ ７ ５ 件 で 、 い ず れ も全 国 １ 位 と な っ て い る 。　
主 な 立 地 企 業 と し て は 、

県 施 行 に よ る 産 業 用 地 と して 開 発 し て い る 「 フ ロ ンテ ィ ア パ ー ク 坂 東 」 に 、 建材 ・ 住 宅 設 備 機 器 等 の 製 造及 び 加 工 、 輸 入 販 売 、 施 工を 行 う ア ド ヴ ァ ン グ ル ー プの 立 地 が 決 定 。 売 却 価 格（ 概 算 額 ） は 約

5 1億 円 で 、

順 調 な ら ば

2 6年 度 末 に 土 地

2 2年 度 に 工 業 団 地 内 に 大 規
模 用 地 を 取 得 。 さ ら な る既 存 事 業 の 生 産 能 力 拡 張 や新 規 事 業 の 創 出 、 事 業 化 のた め の ス ペ ー ス 確 保 を 目 的に 、 新 工 場 敷 地 の 北 側 に 隣接 し て い た 拡 張 地 区 の 新

食 料 品 製 造 業 が

1 3件 、 プ ラ

ス チ ッ ク 製 品 製 造 業 と 電 気機 械 器 具 製 造 業 が 各 ４ 件 。立 地 面 積 金 属 製 品 製 造 業 が
4 4 

h a、 次 い で 食 料 品 製 造

業 が

1 9 

h a、 家 具 ・ 装 飾 品

製 造 業 が

1 5 

h a。 ま た 、 過

去

1 0年 間 の 累 計 で は 、 工 場

立 地 件 数 は ６ ３ ３ 件 で 愛 知県 の ６ ４ ２ 件 に 次 い で 全 国２ 位 。 工 場 立 地 面 積 は １ ２３ １

 

h a、 県 外 企 業 立 地 件

　
県 は 地 域 経 済 の 発 展 や 若

者 に 魅 力 の あ る 雇 用 創 出 に向 け 、 半 導 体 や 次 世 代 自 動車 関 連 な ど の 成 長 産 業 を はじ め 、 給 与 水 準 や 利 益 率 の高 い 、 高 付 加 価 値 な 産 業 を誘 致 で き る よ う 、 立 地 優 位性 や 独 自 の 優 遇 制 度 を Ｐ Ｒす る な ど 、 戦 略 的 な 誘 致 活動 に 取 り 組 ん で い る 。　
立 地 件 数 の 内 訳 は 、 金 属

製 品 製 造 業 が

2 1件 、 次 い で

同 地 域 へ の 立 地 が 進 ん で いく こ と が 予 想 さ れ る 。　
県 西 地 域 も 県 南 地 域 と 同

様 に 、 圏 央 道 の 県 内 全 区 間の ４ 車 線 化 が 予 定 さ れ て いる こ と か ら 、 引 き 続 き 同 地域 へ の 立 地 が 進 ん で い く こと が 期 待 さ れ る 。き る よ う 精 一 杯 の 支 援 を して い く 」 と 期 待 を 込 め た 。　
６ 月 に は 第 ２ 次 分 譲 （ 約

６ ・ ４

 

h a） の 公 募 を 開 始

し ㈱ 高 木 製 作 所 が ２ ・ ９

 

h a区 画 で 、 コ ロ ナ 電 気 ㈱
が ２ ・ ３

 

h a区 画 で 水 戸 精

工 ㈱ が 約 １ ・ ２

 

h a区 画 で

立 地 を 決 定 。 引 き 渡 し は ２０ ２ ６ 年 内 を 見 込 む 。

を 引 き 渡 す 見 通 し 。 ま た 、同 団 地 の 約 ２ ・ ９

 

h aに は

国 内 の 研 磨 紙 市 場 で 有 数 のシ ェ ア を 誇 る ㈱ コ バ ッ ク スの 立 地 も 決 定 。 売 却 価 格 は約 ８ 億 ５ ０ ０ ０ 万 円 。　
県 央 地 域 で は 、 ジ ャ ム や

フ ィ リ ン グ を 製 造 す る 食 品製 造 業 大 手 の ソ ン ト ン 食 品が 新 規 事 業 の 生 産 拠 点 の 立地 を 決 定 。 投 資 金 額 は

1 5億

４ ０ ０ ０ 万 円 （ 土 地 の み ）  。順 調 な ら ば

2 6年 に 着 工 し 、

2 8年 の 操 業 を 見 込 む 。
　
茨 城 町 の 茨 城 中 央 工 業 団

地 （ １ 期 地 区 ） に は 工 業 薬品 や 農 薬 な ど の 製 造 ・ 販 売を 手 掛 け る ト ー ヤ ク ㈱ が 進出 。 面 積 は ４ ・ ２

 

h a。

　
筑 西 市 の 下 館 第 一 工 業 団

地 （ ３ ・ １

 

h a） に は 半 導

体 関 連 の 素 材 や 部 品 等 の 製造 ・ 販 売 を 展 開 す る ㈱ フ ルヤ 金 属 が 立 地 す る 。　
県 の 工 場 立 地 動 向 の 推 移

を 見 る と 、 県 外 企 業 立 地規 取 得 を 決 定 。 こ れ に より 、 既 存 敷 地 を 含 め 約

2 2・

４

 

h aと な っ た 。 今 後 は 半

導 体 用 ス パ ッ タ リ ン グ タ ーゲ ッ ト の 生 産 に 関 わ る 建 屋整 備 の ほ か 、 県 内 拠 点 の 管理 間 接 部 門 を 統 合 し た 茨 城事 業 所 の 新 設 、 県 内 へ の 本社 機 能 一 部 移 転 な ど を 見 込ん で い る 。　
同 社 の 林 陽 一 代 表 取 締 役

社 長 社 長 執 行 役 員 は 「 弊社 は 日 立 鉱 山 の 操 業 開 始 をル ー ツ と し て い る 。 こ れ から も 創 業 の 地 で あ る 茨 城 県に お い て 事 業 を 拡 大 し 、 県北 ・ 県 央 地 域 を は じ め と する 地 域 経 済 の 持 続 的 な 発 展や 雇 用 創 出 に 貢 献 し て ま いる 所 存 」 と 意 気 込 み 、 大 井川 県 知 事 は 「 新 た な 投 資 先と し て 県 を 選 ん で い た だ き感 謝 を 申 し 上 げ る 。 今 回 の新 規 取 得 に よ り 、 県 の 経 済を 力 強 く け ん 引 し て い た だく こ と を 期 待 す る 。 県 と して も 事 業 環 境 整 備 や 雇 用 確

　
常 陸 那 珂 工 業 団 地 第 １ 期

拡 張 地 区 は こ と し ３ 月 から 公 募 （ 第 １ 次 分 譲 ） を 開始 。 Ｊ Ｘ 金 属 は 約 ９ ・ ４

 

h aを 約

2 8億 円 で 取 得 し た 。

同 社 は 先 端 素 材 分 野 の 新 たな 中 核 拠 点 を 整 備 す る た め

型 推 進 機 の 開 発 を 実 施 。 将来 的 な 推 進 機 の 製 造 ・ 試験 ・ 出 荷 に つ な げ て い く 。
2 3年

1 2月 に 県 企 業 立 地 促 進

補 助 金 の

2 6件 目 の 計 画 と し

て 認 定 さ れ た 。　
日 本 新 薬 ㈱ （ 京 都 府 京 都

市 、 中 井 亨 代 表 取 締 役 社長 ） は 東 部 創 薬 研 究 所 （ つく ば 市 ） を 改 修 し 、 核 酸 医

　
県 は 工 場 だ け で な く 研 究

分 野 の 成 長 に も 力 を 入 れ てい る 。 ２ ０ ２ ４ 年 に 宇 宙 関連 ベ ン チ ャ ー 企 業 の ㈱ Ｐ ａｌ ｅ

 Ｂ ｌ ｕ ｅ へ 、

2 5年 に

は 医 薬 品 メ ー カ ー の 日 本 新薬 ㈱ へ 企 業 立 地 促 進 補 助 金を 認 定 。 研 究 開 発 の 環 境 整備 を 後 押 し す る 。　
㈱ Ｐ ａ ｌ ｅ

 Ｂ ｌ ｕ ｅ  （ 千

薬 品 や 遺 伝 子 治 療 の 創 薬 研究 の た め の 環 境 整 備 を 実 施す る 。 事 業 費 は 約

2 0億 円 。

　
東 部 創 薬 研 究 所 は 国 産 初

の 核 酸 医 薬 品 の 創 出 な ど の実 績 を 上 げ て お り 、 研 究 機能 を さ ら に 強 化 す る た め 設備 投 資 す る 。　
計 画 で は 、 既 存 施 設 の 一

部 （ ２ ２ ９ １ ・ ０ ５ ㎡ ） を改 修 し 、 動 物 実 験 や 遺 伝 子組 み 換 え の 研 究 な ど を 実 施で き る よ う に す る 。 空 調 の整 備 な ど も 実 施 す る 。 操 業予 定 は ２ ０ ２ ７ 年 ９ 月 と して い る 。

葉 県 柏 市 、 浅 川 純 代 表 取 締役 ） は 、 近 年 需 要 が 高 ま って い る 小 型 人 工 衛 星 向 け の推 進 機 の 研 究 開 発 を 行 う 企業 。 水 を 推 進 剤 と し て 利 用し た 推 進 機 の 開 発 な ど を行 っ て い る 。　
同 社 は 研 究 開 発 拠 点 を つ

く ば 市 内 に 建 設 。 新 拠 点 では 人 工 衛 星 用 推 進 機 の 量 産

　
大 井 川 知 事 が 就 任 以 来 力 を 入 れ て き た 企 業 誘 致 は 大 き な 成 果 を 上 げ て い る 。

２ ０ ２ ４ 年 の 工 場 立 地 動 向 調 査 に よ る と 、 工 場 立 地 件 数 は

7 3件 、 県 外 企 業 立 地

件 数 は

4 6件 と な り 、 い ず れ も 全 国 １ 位 。 工 場 立 地 件 数 は ２ 年 連 続 、 県 外 企 業 立

地 件 数 は ８ 年 連 続 の １ 位 で 工 場 立 地 面 積 は １ １ ７

 

h aで 全 国 ３ 位 だ っ た 。 こ と

し ５ 月 に は 常 陸 那 珂 工 業 団 地 第 １ 期 拡 張 地 区 （ 第 １ 次 分 譲 ） の 立 地 企 業 が Ｊ Ｘ金 属 ㈱ に 決 定 す る な ど 、 そ の 勢 い は と ど ま る と こ ろ を 知 ら な い 。

県 外 立 地 件 数 は ８ 連 覇
企 業 誘 致 に 大 き な 成 果

茨 城 県

２ 次 分 譲 は 高 木 製 作 所 な ど

Ｊ Ｘ 金 属 が 中 核 拠 点

常 陸 那 珂 工 業 団 地

茨 城 県 の 工 場 立 地 動 向 の 推 移

区 分 2 0 2 0 年 2 0 2 1 年 2 0 2 2 年 2 0 2 3 年 2 0 2 4 年

立 地
件 数

件 6 5 5 1 6 0 7 5 7 3

順 位 1 2 2 1 1

立 地
面 積

h a 9 5 9 9 1 1 6 1 6 5 1 1 7

順 位 2 2 1 2 3

県 外
件 数

件 3 8 2 8 4 0 4 7 4 6

順 位 1 1 1 1 1

常 陸 那 珂 工 業 団 地

ひ た ち 海 浜 公 園 I Cひ た ち 海 浜 公 園 I C

ひ た ち な か I Cひ た ち な か I C

北
関

東
自

動
車

道

北
関

東
自

動
車

道

第 1 期 拡 張 地 区

第 2 期 拡 張 地 区

自 動 車 安 全 運 転 セ ン タ ー
安 全 運 転 中 央 研 究 所

自 動 車 安 全 運 転 セ ン タ ー
安 全 運 転 中 央 研 究 所

日 立 建 機日 立 建 機
Ｊ Ｘ 金 属Ｊ Ｘ 金 属

日 立
ハ イ テ ク

日 立
ハ イ テ ク

▲ J X 金 属 が 常 陸 那 珂 工 業 団 地 に 新 中 核 拠 点 を 整 備 す る

▲ 日 本 新 薬 の 中 井 社 長 に 認 定 証 を 交 付

企 業 立 地 促 進 補 助 金 を 認 定
研 究 分 野 成 長 に も 注 力

日 本 新 薬 な 　
　 ど

代 表 取 締 役 　 足 　 立 　 誠 　 一

本 　 　 　 社 　 〒 3 1 0 － 0 8 4 6 　 茨 城 県 水 戸 市 東 野 町  1 6 7 － 2

  　 　T E L 0 2 9 － 2 4 7 － 1 0 8 4 　 F A X  0 2 9 － 2 4 7 － 1 0 7 6

桜 川 営 業 所 　 〒 3 0 9 － 1 4 5 2 　 茨 城 県 桜 川 市 加 茂 部  4 0 8

  　 　T E L 0 2 9 6 － 7 5 － 0 9 0 0 　 F A X  0 2 9 6 － 7 5 － 5 9 6 2

U R L ： htt p: / / w w w. a d a c hi k e n s et s u. c o.j p

足 立 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 河 　 野 　 　 　 武

〒 3 1 9 － 1 1 1 7 　 茨 城 県 那 珂 郡 東 海 村 東 海  2 － 1 － 1 9

T E L 0 2 9 － 2 8 2 － 1 3 3 3

F A X 0 2 9 － 2 8 3 － 1 3 6 3

総 合 建 設 業

株 式
会 社  

代 表 取 締 役  栗 　 山 　 秀 　 樹

〒 3 0 0 － 0 4 2 7 　 茨 城 県 稲 敷 郡 美 浦 村 布 佐  1 0 4 9

T E L 0 2 9 － 8 8 5 － 0 4 7 7

F A X 0 2 9 － 8 8 5 － 0 8 3 5

「 次 世 代 に 引 き 継 が れ る 最 高 の も の づ く り を 提 供 し て い く 」

代 表 取 締 役 　 柳 　 瀬 　 香 　 織

本 　 　 社 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 子 1 8 3 5 － 2
　 　 　 　 　 T E L. 0 2 9 5 － 7 2 － 2 6 0 8 F A X. 0 2 9 5 － 7 2 － 4 1 7 5
　 　 　 　 　 E- m ail e bi n e k e n s et s u @ e bi n e. c o.j p
法 面 事 務 所 　 茨 城 県 高 萩 市 春 日 町 2 丁 目 2 0 － 1 エ ー ス ビ ル 2 － Ａ
　 　 　 　 　 T E L. 0 2 9 3 － 2 4 － 5 3 5 5 F A X. 0 2 9 3 － 2 4 － 8 3 4 8
　 　 　 　 　 E- m ail e b. n o ri m e n @ e bi n e. c o.j p

海 老 根 建 設 株 式 会 社
土 木 ・ 法 面 保 護 工 ・ 舗 装 工 ・ 解 体 工 ・ 設 計 施 工

株 式
会 社

代 表 取 締 役 　 雲 　 井 　 万 貴 子

〒 3 1 1 － 1 1 1 1 　 茨 城 県 水 戸 市 小 泉 町  2 6 7 － 1

T E L 0 2 9 － 2 6 9 － 4 4 9 7 　 F A X  0 2 9 － 2 6 9 － 4 4 9 2

公 式 ウ ェ ブ サ イ ト

代 表 取 締 役 社 長 　 井 　 上 　 浩 　 之

〒 3 0 0 － 0 0 3 7 　 茨 城 県 土 浦 市 桜 町 四 丁 目  1 1  番  1 4  号

T E L 　 0 2 9 － 8 2 6 － 2 5 3 6

F A X 　 0 2 9 － 8 2 6 － 2 5 4 6

三 展 ミ ネ コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社

本 　 社

東 京 営 業 所

〒 3 1 1- 4 1 6 4 茨 城 県 水 戸 市 谷 津 町 細 田 1 番 1 2 水 戸 西 流 通 セ ン タ ー 内
T E L 0 2 9- 2 5 1- 3 0 1 6 　 F A X 0 2 9- 2 5 2- 7 1 6 4
E- m ail i b a r a ki @ a k o o.j p 　 U R L htt p: / / w w w. a k o o.j p
〒 1 1 1- 0 0 3 2 東 京 都 台 東 区 浅 草 5- 3- 1 0 　 リ ー ド 浅 草 6 0 1 号
T E L 0 3- 5 6 0 3- 8 8 0 0 　 F A X 0 3- 5 6 0 3- 8 8 0 5

2 0 2 5 年 度

代 表 取 締 役 社 長 　 宇 　 野 　 健 　 司

明 治 大 正 昭 和 平 成 令 和

創 業 1 2 0 年

〒 3 1 9 － 0 1 2 3 　 小 美 玉 市 羽 鳥 2 6 0 7 － ２ 　 T E L 0 2 9 9 － 4 6 － 0 0 0 6

代 表 取 締 役  久 保 田 　 敏 　 夫

国 土 交 通 大 臣 許 可 ( 般 - ４ ) 第 1 5 9 8 9 号

代 表 取 締 役 　 齊 　 藤 　 佳 　 昭

本 社 ／ 〒 3 1 0 ‒ 0 8 5 2 　 茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町  1 2 2 1 ‒ 1 1

　 　 　 電 話 0 2 9 （ 2 4 1 ） 5 2 5 6 　 F A X 0 2 9（ 2 4 1 ） 5 5 9 7

支 店 ／ 〒 3 2 9 － 0 6 0 4 　 栃 木 県 河 内 郡 上 三 川 町 上 郷  2 1 5 1 ‒ 3

　 　 　 電 話 0 2 8 5 （ 5 6 ） 2 8 0 6

U R L 　 htt p s: / / ki k u m a s a.i nf o /

代 表 取 締 役 　 淀 　 野 　 勝 　 幸

〒 3 1 7 － 0 0 7 6 　 茨 城 県 日 立 市 会 瀬 町  1 － 9 － 1 6

T E L 　 0 2 9 4 － 2 3 － 0 8 7 8

F A X 　 0 2 9 4 － 2 4 － 6 6 5 4

E- m ail : ai g a- k @ nift y. c o m

c o a t  w ith   p a in t 相 賀 塗 装 株 式 会 社
エ コ 塗 料 取 り 扱 い 代 理 店

イ ズ ム グ ル ー プ

代 表 取 締 役 　 𠮷 　 原 　 清 　 寿

本 　 社 　 〒 3 1 0 － 0 8 5 1 　 水 戸 市 千 波 町  3 6 9  番 地 １

T E L 　 0 2 9 － 2 4 1 － 6 7 2 2  ㈹

F A X 　 0 2 9 － 2 4 1 － 4 4 2 8

営 業 所 　 常 陸 太 田 市 ・ か す み が う ら 市 ・ 那 珂 市 ・ 笠 間 市

お か げ さ ま で 創 立  6 6  年

建 設 コ ン サ ル タ ン ト ／ 補 償 コ ン サ ル タ ン ト ／ 測 量 業 登 録

共 同 測 量 株 式 会 社

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部 大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～



（ 1 0 ）2 0 2 5  年 （ 令 和  7  年 ）1 0  月  2 8  日 　 火 曜 日

大 井 川 知 事 3 期 目 が 始 動 ～ 県 土 全 域 の 発 展 へ ～
　
県 が 関 与 す る 新 産 業 廃 棄

物 最 終 処 分 場 、  「 エ コ み らい ひ た ち 」  （ 日 立 市 諏 訪 町 ）  。事 業 主 体 の 県 環 境 保 全 事 業団 は 、 ２ ０ ２ ６ 年 度 末 の 供用 開 始 を 目 指 し て 整 備 を 進め て い る 。 そ れ に あ わ せ 、県 は 進 入 路 と な る 道 路 整 備を 実 施 中 だ 。　
エ コ み ら い ひ た ち は 、 エ

コ フ ロ ン テ ィ ア か さ ま の後 継 施 設 と な る 産 業 廃 棄 物最 終 処 分 場 。 環 境 や 豊 か な自 然 と の 調 和 を 図 り な がら 未 来 に わ た っ て 社 会 や 地域 に 貢 献 し て い く 施 設 を 目指 す 、 と い う 想 い が 込 め られ 、 昨 年 ５ 月 に 処 分 場 の 本体 工 事 に 着 手 し た 。　
産 業 廃 棄 物 の 処 理 は 、 民

間 が 行 う こ と が 基 本 だ が 、建 設 ・ 埋 立 ・ 埋 立 終 了 後 の維 持 管 理 ま で 長 期 間 に わ たる 事 業 で あ り 、 投 資 ・ 維 持管 理 コ ス ト が 大 き く 、 な かな か 設 置 が 進 ま な い の が 現状 。

0 4年 度 以 降 、 県 内 で 民

間 に よ る 管 理 型 最 終 処 分 場

上 に 向 け 、 リ ニ ュ ー ア ル を進 め て き た 。 基 本 コ ン セ プト は 「 緑 に 遊 び 、 緑 に 包 まれ て 眠 る 、 日 本 初 の 泊 ま れる 体 験 型 植 物 園 」  。　
設 置 後

4 0年 以 上 が 経 過 し

て お り 、 民 間 の 創 意 工 夫 や経 営 力 を 取 り 入 れ 、 植 物 園等 に 付 加 価 値 を つ け て 魅 力を 向 上 さ せ る 整 備 を 行 い 、利 用 者 を 増 加 さ せ る こ とで 、 持 続 可 能 な 運 営 が で きる 施 設 に 転 換 し 、 観 光 客 の滞 在 時 間 延 長 や 周 遊 範 囲 の拡 大 に 寄 与 す る ほ か 、 広 範囲 で の 採 算 性 の 向 上 な ど によ り 地 域 を 活 性 化 さ せ る 。　
指 定 管 理 者 は 、 ㈱ 一 家 レ

ジ ャ ー サ ー ビ ス を 代 表 企業 と す る ㈱ ボ タ ラ シ ア ン リゾ ー ト （ 武 長 太 郎 代 表 取 締役 ）  。 同 社 は 代 表 企 業 の ほか ㈱ 一 家 ダ イ ニ ン グ プ ロジ ェ ク ト 、 ㈱ ザ フ ァ ー ム 、㈱ 柴 建 築 設 計 事 務 所 、 ㈱大 山 都 市 建 築 設 計 、 ㈱ 秋 山工 務 店 （ 日 立 市 ）  、 ㈱ 秀 建 、㈱ 浅 川 建 設 で 構 成 す る 。　
リ ニ ュ ー ア ル で は 、 エ ン

複 数 あ る た め 、 局 部 改 良 を行 う こ と で ご み 収 集 車 な どが 安 全 に 通 行 で き る よ う にす る 。　
歩 道 は 未 整 備 区 間 に 整 備

す る 計 画 で 、 幅 員 は １ ・ ５ｍ 以 上 を 確 保 。 こ の ほ か 国道 ６ 号 油 縄 子 交 差 点 の 改 良も 行 う 。　
地 域 振 興 事 業 と し て は 、

諏 訪 、 大 久 保 、 油 縄 子 、 成

　

1 1月

2 9日 、 日 本 初 と な

る 「 泊 ま れ る 植 物 園 」 が 那珂 市 に オ ー プ ン す る 。 その 名 も 「 Ｔ Ｈ Ｅ

 Ｂ Ｏ Ｔ Ａ

Ｎ Ｉ Ｃ Ａ Ｌ

 Ｒ Ｅ Ｓ Ｏ Ｒ Ｔ

『 林 音 （ Ｒ Ｉ Ｎ Ｎ Ｅ ）  』  」  （ ザ

 

ボ タ ニ カ ル

 リ ゾ ー ト

 リ ン

ネ ）  。  県 植 物 園 等 の リ ニ ュ ーア ル に よ る も の で 、  「 泊 ま 面 積 １ ０ ０ ０ ㎡ 程 度 。　
ま た 、 最 終 処 分 場 の 供 用

開 始 に あ わ せ て 延 長 約 ４㎞ の 新 設 道 路 （ 日 立 市 大 久保 町 ～ 諏 訪 町 ） の 整 備 も 進

の 設 置 が な く 、 エ コ フ ロ ンテ ィ ア か さ ま の 埋 立 終 了 を見 据 え 、 早 期 整 備 が 課 題 とな っ て い る 。　
エ コ み ら い ひ た ち は 埋 立

容 量 ２ ４ ０ 万 ㎥ （ 埋 立 地 面積 ９ ・ ３

 

h a） で 計 画 。 浸

出 水 処 理 施 設 の 処 理 能 力 は４ ０ ０ ㎥ ／ 日 、 浸 出 水 調 整槽 容 量 は ２ 万 ８ ０ ０ ０ ㎥ 。管 理 棟 は 延 べ 床 面 積 １ ０ ００ ㎡ 程 度 。 防 災 調 整 池 は 約３ 万 ５ ０ ０ ０ ㎥ 。 施 工 は 株木 ・ オ カ ベ ・ 秋 山 ・ 鈴 縫 ・共 和 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業体 。　
埋 立 工 法 は セ ル 方 式 で 、

埋 立 構 造 は 準 好 気 性 埋 立 構造 。 産 業 廃 棄 物 の 燃 え 殻 、汚 泥 、 ガ ラ ス く ず ・ コ ン クリ ー ト く ず 及 び 陶 磁 器 くず 、 鉱 さ い 、 が れ き 類 、 ばい じ ん 、 一 般 廃 棄 物 の 焼 却灰 、 ば い じ ん 、 不 燃 残 さ 、溶 融 ス ラ グ な ど を 受 け 入 れる 。　
環 境 学 習 施 設 の 併 設 も 予

定 し て お り 、 規 模 は 延 べ 床

ト ラ ン ス 棟 （ Ｗ 造 ３ ０ ０㎡ ）  、 コ テ ー ジ （

1 8棟 、 Ｗ

造

4 3～

6 8㎡ ）  、 グ ラ ン ピ ン

グ （

2 7棟 ）  、 温 浴 施 設 （ Ｗ

造 １ １ ２ ７ ㎡ ）  、 レ ス ト ラン （ Ｗ 造 ３ ４ ９ ㎡ ）  、 Ｂ ＢＱ 場 、 ボ タ ニ カ ル ウ ォ ール 、  ツ リ ー ア ド ベ ン チ ャ ー 、芝 滑 り 、 パ ー ク エ リ ア 、 施設 内 植 栽 な ど を 新 設 。　
建 物 に は 県 産 木 材 を 使 用

し 、 自 然 と 触 れ 合 い な がら 宿 泊 を 楽 し む こ と が で きる 。 宿 泊 に よ り こ れ ま で 見る こ と が で き な か っ た 夜の 植 物 の 観 察 や 、 早 朝 の 植物 園 の 雰 囲 気 な ど も 楽 し める 。 こ の ほ か 、 県 産 の 食 材を 使 っ た レ ス ト ラ ン や 、 地元 那 珂 市 を は じ め と し た 県の 特 産 品 を 扱 う お 土 産 コ ーナ ー な ど も 設 置 。 ラ イ トア ッ プ も 企 画 し て お り 、 植物 と 共 に 夜 を 過 ご す 非 日 常の 癒 し 空 間 が 広 が る 。　
週 末 に は 首 都 圏 か ら の

フ ァ ミ リ ー 層 、 平 日 は 近 隣住 民 を 中 心 と し た 観 光 スポ ッ ト と な り 、 こ れ ま で 植物 園 に 興 味 を 持 た な か っ た新 た な 客 層 に も 足 を 運 ん でも ら い 、 植 物 の 魅 力 に も 触れ 、 学 び や 感 性 を 育 む き っか け と な る こ と が 期 待 さ れて い る 。 沢 学 区 を 対 象 と し 、 地 域資 源 を 生 か し た 地 域 活 性化 （ 諏 訪 梅 林 公 園 改 修 、 かみ す わ 山 荘 一 体 整 備 な ど ）  、交 通 安 全 ・ 防 災 （ 大 平 田 地区 内 の 交 通 安 全 対 策 な ど ）  、生 活 環 境 の 改 善 （ ラ イ フ ライ ン に 関 す る も の な ど ）  、地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化（ 集 会 所 の 改 修 な ど ） が 行わ れ る 見 通 し だ 。

る 」  「 自 然 と 触 れ 合 う 」  「 学ぶ 」 と い う 複 数 の 体 験 要 素を 掛 け 合 わ せ た 日 本 初 の 泊ま れ る 体 験 型 植 物 園 へ と 生ま れ 変 わ り 、 来 訪 者 は こ こで し か 体 験 で き な い 、 忘 れら れ な い 時 間 を 過 ご す こ とが で き る よ う に な る 。　
県 は 植 物 園 な ど の 魅 力 向

む 。 新 設 道 路 は 南 側 か ら アク セ ス す る 道 路 で 、 山 側 道路 ～ 日 立 常 陸 太 田 線 区 間 を結 ぶ 路 線 と し て 計 画 。　
さ ら に 、 処 分 場 の 北 側 を

東 西 に 走 る 日 立 常 陸 太 田 線で は 、 局 部 改 良 （ 大 平 田 集会 所 付 近 ～ 処 分 場 ） や 片 側歩 道 整 備 （ 上 諏 訪 橋 付 近 ～処 分 場 ） な ど を 実 施 。 急カ ー ブ と な っ て い る 箇 所 が

山 側 道 路

梅 林 通 り

油 縄 子
交 差 点

整 備 場 所

← 至 国 道 3 4 9 号← 至 国 道 3 4 9 号

搬 入 メ イ ン ル ー ト と し て 南 側
（ 山 側 道 路 ） か ら の 新 設 道 路
を 整 備 す る

大 久 保 中 学 校大 久 保 の 風 穴

中 丸 団 地

新 最 終 処 分 場 完 成 予 定 図

盛 土 工

新 設 道 路
（ 県 工 事 ）

盛 土 工

浸 出 水 処 理 施 設 造 成 工

▲ 関 係 者 ら が 大 井 川 知 事 を 表 敬 訪 問

▲ シ ン ボ ル ガ ー デ ン （ 中 央 ） 、 県 産 木 材 を 使 っ た 木 造 の 温 浴 施 設 （ 右 ） 、 県 産 木 材 を 使 っ た 木 造 の レ ス ト ラ ン （ 奥 ）

県 関 与 の 新 最 終 処 分 場
2 6年 度 末 に 供 用 開 始

新 た な 観 光 ス ポ ッ ト 誕 生

日 本 初  “ 泊 ま れ る 植 物 園 ”

〒 3 0 0 － 0 3 3 1

茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 阿 見 4 6 6 6 － 3 0 8 4

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 4 8 3 4

F A X 0 2 9 － 8 8 8 － 2 8 5 7

代 表 取 締 役 　 杉 　 原 　 栄 　 司

株 式 会 社 杉 原 建 設
特 定 建 設 業

代 表 取 締 役 　 秋 　 葉 　 文 　 博

〒 3 0 0 － 1 1 5 8 　 茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 住 吉  2  丁 目  3  番 地  1 9

T E L 0 2 9 － 8 4 2 － 8 1 3 4
F A X 0 2 9 － 8 4 1 － 4 5 8 1

樋 口 土 木 株 式 会 社
特 定 建 設 業

《 本 　 社 》 〒 3 1 0 － 0 8 5 2 　 茨 城 県 水 戸 市 笠 原 町  1 2 2 0 － 1

T E L 0 2 9（ 2 9 7 ） 3 5 0 0 　 F A X 0 2 9（ 2 4 3 ） 2 7 5 1

《 支 　 社 》 ひ た ち な か 市 東 石 川  3 6 3 4- 7 3 　 T E L 0 2 9 （ 2 7 2 ） 6 0 6 0

《 営 業 所 》 那 珂 ・ 大 宮 ・ 常 陸 太 田 ・ 水 戸 南 ・ 笠 間 ・ 牛 久

代 表 取 締 役 　 吉 　 川 　 善 　 啓

建 設 コ ン サ ル タ ン ト

U R L ： htt p s: / / w w w. s ui k o- e n g. c o.j p 　 E- m ail ： s o u m u @ s ui k o- e n g. c o.j p

代 表 取 締 役 　 田 　 口 　 恵 一 郎

〒 3 1 0 － 0 8 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 城 南  3 － 1 2 － 6

T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 9 0 4 7 　 F A X 0 2 9 － 2 2 7 － 5 2 3 8

E- m ail o ffi c e @t a g u c hi- k e n k o.j p

総 合 建 設 業

I S O 9 0 0 1: 2 0 1 5 認 証 取 得

代 表 取 締 役 社 長 　 中 　 楯 　 伸 　 一

〒 3 0 2 － 0 0 3 8 　 茨 城 県 取 手 市 下 高 井 1 0 2 0

T E L ： 0 2 9 7 － 7 8 － 1 1 1 1

F A X ：  0 2 9 7－ 7 8 － 2 6 8 1

代 表 取 締 役 　 羽 　 生 　 義 　 隆

〒 3 1 1 － 1 7 0 5 　 茨 城 県 行 方 市 内 宿  1 0 3 3  番 地  1

T E L 0 2 9 1 － 3 5 － 3 1 4 8 ㈹ 　 F A X 0 2 9 1 － 3 5 － 3 6 2 8

E- m ail h a n y u － k k @ b ei g e. pl al a. o r.j p

株 式 会 社

〒 3 1 9 － 2 2 5 6 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 田 子 内 町  3 2 0 0 － 1

T E L 0 2 9 5 － 5 2 － 1 2 4 2

F A X 0 2 9 5 － 5 2 － 3 0 1 1

代 表 取 締 役 　 髙 野 　 裕

ci vil e n gi n e e ri n g

a r c hi t e c t u r e

& d e v el o p m e n t

s hi n - ei

特 定 建 設 業

株 式 会 社

代 表 取 締 役

( 公 社) 日 本 下 水 道 管 路 管 理 業 協 会 員
光 硬 化 工 法 協 会 員 ・ F F T- S 工 法 施 工 会 員
L B 工 法 協 会 員 M L R 工 法 協 会 員

特 定 建 設 業 　  茨 城 県 知 事 許 可 　 第 3 2 9 7 5 号

● 鹿 嶋 本 社 　 　 　 　 　 〒 3 1 4 ‒ 0 0 1 2
 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井 1 0 6 0 － 1
　 T E L / 0 2 9 9 ‒ 8 2 ‒ 8 0 7 7 F A X / 0 2 9 9 ‒ 9 4 ‒ 5 0 1 0

● 神 栖 本 店 　 　 　 　 　 〒 3 1 4 ‒ 0 1 4 8
 茨 城 県 神 栖 市 深 芝 1 4 － 1
　 T E L / 0 2 9 9 ‒ 7 7 ‒ 8 0 3 5 F A X / 0 2 9 9 ‒ 7 7 ‒ 8 0 3 6

● 東 京 営 業 所 　 　 　 　 　
 東 京 都 台 東 区 今 戸 1 － 2 － 1 3
　 T E L / 0 3 ‒ 6 7 9 4 ‒ 2 5 2 4  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〒 3 1 0 － 0 8 4 1 　 茨 城 県 水 戸 市 酒 門 町  3 2 1 8 － 1

T E L 0 2 9 － 2 4 8 － 0 0 8 1

F A X 0 2 9 － 2 4 6 － 2 3 8 8

代 表 取 締 役  庄 　 司 　 憲 　 生

造 園 設 計 施 工 管 理

常 磐 造 園 株 式 会 社

〒 3 1 0 － 0 9 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 堀 町  1 9 1 7 － 2

T E L 0 2 9（ 2 5 3 ） 2 5 1 1

F A X 0 2 9（ 2 5 1 ） 1 1 2 3

代 表 取 締 役 　 野  溝  年  成

野 溝 金 属有 限 会 社

大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～ 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部



（ 1 1 ） 2 0 2 5 年 （ 令 和 7 年 ）1  0  月 2 8 日 　 火 曜 日

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部 大 井 川 県 知 事 3 期 就 任 特 集 ～ 2 期 8 年 の 実 績 を 追 う ～

大 井 川 知 事 3 期 目 が 始 動 ～ 交 通 の 利 便 性 向 上 ～
　
９ 月

2 7日 、 地 元 の 長 年 の

悲 願 で あ る 上 曽 ト ン ネ ル の開 通 式 典 が 石 岡 市 ・ 桜 川 市の 両 市 で 挙 行 さ れ た 。 石 岡市 の 谷 島 洋 司 市 長 、 桜 川 市の 大 塚 秀 喜 市 長 を は じ め 、大 井 川 和 彦 県 知 事 や 田 所 嘉

国 で も 屈 指 の 良 質 な 石 の 産地 。 豊 富 な 経 験 を 持 つ 施 工担 当 者 で さ え 、  「 こ れ ま で経 験 し た こ と が な い く らい 地 山 が 硬 く 、 当 初 は 思 うよ う に 作 業 が 進 み ま な か った 」 と 振 り 返 る ほ ど 、 超 硬質 な 花 崗 岩 帯 の 掘 削 作 業 には 困 難 が 伴 っ た 。　
こ れ ま で 車 で 峠 越 え を す

る に は

1 5分 ほ ど か か っ て い

た が 、 通 過 時 間 は ７ 分 程 度に 短 縮 。 地 域 住 民 の 日 常 生活 の 利 便 性 が 大 き く 向 上 する ほ か 、 災 害 時 の 緊 急 輸 送や 両 市 間 の 交 流 促 進 、 沿 線地 域 の 振 興 に 寄 与 す る こ とが 期 待 さ れ る 。　
ま た 、 県 南 地 域 と 県 西 地

域 が 結 ば れ 、 茨 城 空 港 ま でを 東 西 に 結 ぶ 基 軸 も 形 成 され る こ と か ら 、 地 域 間 の 連携 強 化 が 図 ら れ 、 産 業 や 物３ ・ ８ ㎞ 、 東 西 軸 ３ ・ ４㎞ ） の 国 道 ４ ６ １ 号 （ 水 府里 美 拡 幅 ） 事 業 に 着 手 。 ２０ １ ６ 年 度 に は 南 北 軸 の３ ・ ８ ㎞ 区 間 が 供 用 開 始 とな り 、

2 1年 度 に は 北 沢 ト ン

ネ ル （ Ｌ １ ５ ８ １ ｍ ） を 含む ２ ・ ３ ㎞ 区 間 が 開 通 した 。　
東 西 軸 開 通 に よ り 全 線 が

供 用 さ れ 、 狭 あ い 区 間 の 解消 に よ り 県 北 臨 海 部 と 山 間部 の ア ク セ ス や 日 常 生 活 の利 便 性 が 向 上 。 ま た 、 災 害時 に お け る 緊 急 輸 送 や 観 光振 興 へ 大 き く 寄 与 す る こ とが 期 待 で き る 。 ト ン ネ ル の採 掘 工 法 は 、 周 辺 地 山 が 持つ 支 保 機 能 を 有 効 に 活 用し 、 吹 付 コ ン ク リ ー ト や

８ ㎞ の う ち 、 ト ン ネ ル 区 間は ３ ・ ５ ４ ㎞ （ 石 岡 市 側 １９ ３ ９ ｍ 、 桜 川 市 側 １ ５ ９９ ｍ ）  。 幅 員 は ８ ・ ０ ／ ６ ・５ ｍ 。　
１ ９ ９ ０ 年 に 調 査 が 開 始

さ れ 、 ２ ０ ０ １ 年 度 か ら 事

德 衆 議 院 議 員 な ど 、 多 く の来 賓 が 集 い 、 県 内 一 長 い トン ネ ル の 完 成 を 祝 っ た 。　
上 曽 ト ン ネ ル は 県 道 石 岡

筑 西 線 の 一 部 で 、 石 岡 市 上曽 ～ 桜 川 市 真 壁 町 山 尾 間 を接 続 す る 。 全 体 延 長 ５ ・ ５

流 ・ 観 光 に も 大 き く 寄 与 する こ と だ ろ う 。　
開 通 前 の ９ 月

2 0日 に は 、

開 通 記 念 プ レ イ ベ ン ト 「 トン ネ ル ウ ォ ー ク 」 も 開 催 され た 。 完 成 前 の ト ン ネ ル 内を 歩 く こ と が で き る 、 と いう こ の イ ベ ン ト に は 約 ６ ００ ０ 人 が 参 加 し 、 ス タ ン プラ リ ー 形 式 で 往 復 ７ ㎞ 超 のウ ォ ー キ ン グ 大 会 を 楽 し んだ 。　
そ し て 開 通 式 典 当 日 、 多

く の 関 係 者 が 出 席 す る 中 、交 通 安 全 祈 願 や く す 玉 開被 、 テ ー プ カ ッ ト 、 通 り 初め な ど が 盛 大 に 執 り 行 わ れた 。　
調 査 開 始 か ら お よ そ

3 5

年 。 歳 月 は か か っ た が 、 地元 の 熱 意 や 関 係 者 の 尽 力 など に よ り 、 県 内 最 長 と な るト ン ネ ル が 開 通 し た 。ロ ッ ク ボ ル ト 、 鋼 製 支 保 工な ど に よ り 地 山 の 安 定 を 確保 し な が ら 採 掘 す る Ｎ Ａ ＴＭ （ ナ ト ム ） 工 法 を 採 用 した 。　

1 0月

2 3日 に は 開 通 式 典 が

開 催 さ れ 、 テ ー プ カ ッ ト 、く す 玉 開 披 や 通 り 初 め な どを 行 い 、 全 線 開 通 が 祝 わ れた 。　
国 や 県 、 市 町 村 の 代 表

者 、 地 権 者 、 工 事 関 係 者 など が 出 席 し た 式 典 で は テ ープ カ ッ ト で 開 通 が 祝 わ れた 。 大 井 川 和 彦 県 知 事 は「 開 通 に よ り 、 緊 急 輸 送 道路 と し て の 機 能 強 化 や 観 光地 へ の ア ク セ ス 向 上 が 図 れる と と も に 、 臨 海 部 と 山 間部 を 結 ぶ 骨 格 が 形 成 さ れ 、地 域 の 発 展 に 大 き く 寄 与 する も の と 考 え て お り ま す 」な ど と 式 辞 を 述 べ た 。

業 着 手 と な っ た が 、 用 地 買収 の 遅 れ や 財 政 的 な 問 題 など か ら 工 事 は 中 断 さ れ て いた 。　
計 画 が 動 き 出 し た の は 、

大 井 川 知 事 就 任 後 の

1 8年 。

両 市 が 共 同 で 県 へ 整 備 促 進を 要 望 す る と 、 大 井 川 知 事は こ れ を 了 承 し 、 合 併 市 町村 幹 線 道 路 緊 急 整 備 支 援 事業 の 新 規 路 線 指 定 を 行 い 、同 年

1 1月 に 石 岡 市 ・ 桜 川

市 ・ 県 が 合 併 市 町 村 幹 線 道路 緊 急 整 備 支 援 事 業 に よ る上 曽 ト ン ネ ル 整 備 に 関 す る覚 書 を 締 結 。　
翌 年 に は 県 が 委 託 先 と な

り 、

2 1年 ２ 月 に ト ン ネ ル

本 体 工 事 掘 削 開 始 に 伴 う 安全 祈 願 祭 が 挙 行 さ れ 、

2 3年

５ 月 に ト ン ネ ル が 貫 通 する と 、 同 年 ７ 月 に は 関 係 者に よ る 貫 通 式 が 執 り 行 わ れた 。　
既 存 の 県 道 石 岡 筑 西 線 の

筑 波 山 麓 を 通 る 上 曽 峠 区 間は 幅 員 が 狭 く 、 線 形 不 良 でか つ 急 勾 配 。 大 型 車 の 多 くが 迂 回 を 余 儀 な く さ れ て いた 。 さ ら に 、 台 風 に よ る 倒木 、 路 面 凍 結 や 積 雪 に よ る通 行 止 め が た び た び 発 生 する な ど 、 気 象 の 影 響 を 受 けや す い 交 通 の 難 所 で も あ った 。　
ま た 、 桜 川 市 側 は 『 真 壁

の 御 影 石 』 で 知 ら れ る 、 全　
国 道 ４ ６ １ 号 は 栃 木 県 日

光 市 を 起 点 と し 、 県 北 地 域を 東 西 に 横 断 し て 高 萩 市 に至 る 広 域 的 な 幹 線 道 路 。 災害 時 の 緊 急 輸 送 道 路 と し ての 役 割 を 担 う ほ か 、 県 の 主要 な 観 光 地 で あ る 袋 田 の 滝や 竜 神 大 吊 橋 、 花 貫 渓 谷 を結 ぶ 大 変 重 要 な 路 線 と な って い る 。　
常 陸 太 田 市 上 高 倉 町 か ら

折 橋 町 ま で の 区 間 に つ い ては 道 路 幅 員 が 狭 く 屈 曲 し てお り 、 大 型 車 両 の 通 行 が 困難 で あ る こ と や 乗 用 車 で もす れ 違 い が で き な い 箇 所 が多 数 あ る な ど 、 円 滑 な 交 通の 支 障 と な っ て い た 。 こ のた め 県 で は 、 １ ９ ９ ９ 年 度よ り 全 体 ７ ・ ２ ㎞ （ 南 北 軸

県 内最 長

 

3 5年 か け 地 元 の 悲 願 成 就

上 曽 ト ン ネ ル が 開 通　
移 動 時 間 の 短 縮 や 交 通 事 故 の 削 減 、 物 流 の 促 進 、 地 域 経 済 の 活 性 化 、 災 害 時

の 緊 急 輸 送 ル ー ト の 確 保 な ど ト ン ネ ル 開 通 に よ る 利 点 は 非 常 に 大 き い 。 県 で は２ ０ ２ １ 年 度 に 常 陸 太 田 市 の 狭 あ い 区 間 を 解 消 す る 北 沢 ト ン ネ ル （ Ｌ １ ５ ８ １ｍ ） が 供 用 開 始 さ れ 、

2 5年 度 に は 石 岡 市 と 桜 川 市 を 繋 ぐ 上 曽 ト ン ネ ル が 待 望 の

開 通 を 果 た し た 。 上 曽 ト ン ネ ル は 約 ３ ５ ３ ８ ｍ （ 石 岡 市 約 １ ９ ３ ９ ｍ 、 桜 川 市約 １ ５ ９ ９ ｍ ） で 県 内 最 長 の ト ン ネ ル 。 ９ 月

2 7日 の 開 通 式 典 で は テ ー プ カ ッ

ト な ど で 供 用 が 祝 わ れ た 。 そ し て 今 後 、 常 陸 太 田 市 と 日 立 市 を 結 ぶ 真 弓 ト ン ネル の 完 成 が 待 た れ る 。 真 弓 ト ン ネ ル は 市 道 ０ １ ３ ９ 号 線 道 路 整 備 事 業 の 一 環 で整 備 が 進 め ら れ て い る 。 全 体 延 長 約 ５ ・ ５ ㎞ 、 う ち ト ン ネ ル 区 間 は 約 ２ ・ １ ㎞で 、

1 8年 度 か ら 事 業 に 着 手 。 ト ン ネ ル 工 事 へ は

2 7年 度 着 工 を 予 定 し て お り 、

2 9

年 度 の 事 業 完 了 を 目 指 し て い る 。

全 体 計 画 Ｌ 5. 5 8 ㎞

上 曽 ト ン ネ ル
Ｌ 3. 5 3 8 ㎞

桜 川 市 Ｌ 2. 6 3 ㎞

取 付 道 路 Ｌ 1. 0 3 ㎞

石 岡 市 Ｌ 2. 9 5 ㎞

取 付 道 路 Ｌ 1. 0 1 ㎞

【 上 曽 ト ン ネ ル 断 面 図 】

6. 5 m ( 3. 2 5 m × 2 )

2. 3 ㎞ 区 間 が 2 1 年 度 開 通

県 北 ア ク セ ス 向 上 に 寄 与

北 沢 ト ン ネ ル

観 光 振 興 に も 寄 与

本 社
〒 3 0 2- 0 1 1 0 茨 城 県 守 谷 市 百 合 ヶ 丘 1 - 2 3 9 1- 1
T E L 0 2 9 7( 4 8) 0 4 3 1 ㈹ F A X 0 2 9 7( 4 8) 6 0 0 4

〒 3 0 0 － 0 0 6 6
茨 城 県 土 浦 市 虫 掛  3 4 9 1
T E L 0 2 9 － 8 2 4 － 2 7 7 2  ㈹
F A X 0 2 9 － 8 2 4 － 2 7 7 4 　

代 表 取 締 役 　 鈴 　 木 　 　 　 亮

総 合 建 設 業

北 都 建 設 工 業 株 式 会 社

I S O 9 0 0 1: 2 0 1 5 認 証 取 得
I S O 1 4 0 0 1: 2 0 1 5 認 証 取 得

B C P 認 定 企 業
2 0 2 5 年 度

三 国 屋 建 設 株 式 会 社

Ⓡ

み っ く に ー

1 0 0 隻 の 作 業 船 と 海 の 職 人 集 団

茨 城 県 神 栖 市 奥 野 谷  8 0 8 3- 1
T E L: 0 2 9 9- 9 6- 5 0 6 8
F A X: 0 2 9 9- 9 6- 5 0 9 8

総 合 建 設 業 I S O 9 00 1： 2 0 1 5 認 証 取 得

横 田 建 設株 式 会 社

本 　 社 / 〒 3 1 0 － 0 8 4 5 茨 城 県 水 戸 市 吉 沢 町 6 6 7
T E L. （ 0 2 9 ）2 4 7 － 0 8 3 0
F A X. （ 0 2 9 ）2 4 7 － 9 8 9 9

代 表 取 締 役 　 横 田  修 一

本 社 ： 〒 3 1 7 － 0 0 7 3 　 茨 城 県 日 立 市 幸 町  2 － 1 8 － 5

電 話 ： 0 2 9 4 － 2 2 － 2 1 2 1 　 F A X ： 0 2 9 4 － 2 3 － 3 7 7 5

支 店 ： 水 戸 　 営 業 所 ： 東 海 ・ 北 茨 城 ・ い わ き ・ ひ た ち な か

代 表 取 締 役 社 長 　 須 　 田 　 要 　 介

日 立 土 木 株 式 会 社

豊 か で 夢 の あ る 空 間 創 り を め ざ し て

総 合 建 設 業 　I S O 9 0 0 1  認 証

代 表 取 締 役 社 長 松 　 浦 　 一 　 久

代 表 取 締 役 　 石 　 井 　 　 　 登

〒 3 1 1 － 4 1 5 3 　 茨 城 県 水 戸 市 河 和 田 町  3 8 9 1

T E L 　 0 2 9 － 3 0 9 － 7 2 6 6

F A X 　 0 2 9 － 3 0 9 － 7 2 6 7

〒 3 1 7 － 0 0 7 2 　 茨 城 県 日 立 市 弁 天 町 2 丁 目 2 番 3 号

T E L 0 2 9 4 － 2 2 － 1 5 1 5 （ 代 表 ） 　 F A X 0 2 9 4 － 2 2 － 0 7 0 2

〒 3 1 0 － 0 8 5 1 　 茨 城 県 水 戸 市 千 波 町 1 8 5 3 番 地 － 1 － 2 0 1

T E L・ F A X 0 2 9 － 3 0 3 － 5 0 0 1

本 　 店 　

水 戸 本 社

代 表 取 締 役 　 佐 　 藤 　 雅 　 彦

地 球 環 境 の 未 来 を 考 え る

エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 認 証

特 定 建 設 業

茨 城 県 つ く ば み ら い 市 下 長 沼 1 1 8- 1

確 か な 技 術 と 誠 実 さ で 社 会 に 奉 仕 致 し ま す

電 話 0 2 9 7( 5 2) 2 2 9 8 　 　

F A X 0 2 9 7( 5 2) 4 8 6 7 　 　

U R L htt p s: / / w w w. y w r. c o .j p/

魅 力 あ る 県 土 づ く り の 推 進 に 貢 献 し ま す
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